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予算の執行状況をお知らせします（平成29年３月31日現在）
【収益的収支】

【資本的収支】

水道事業会計の財政公表
　水道は生活を支えるライフラインの一つです。
　市は、安全な水道水の安定供給を図るため、皆さんが納入す
る水道料金などを財源として、毎年度、水道施設の整備や維持
管理を行っています。
　今号では、平成２８年度下期の水道事業の経理の状況などにつ
いて、お知らせします。

　
収
益
的
収
支
と
は
、
水
道
料
金
や
施
設
の
維
持
管
理
な

ど
を
行
う
た
め
の
収
入
と
支
出
で
す
。

　
主
な
収
入
は
、
水
道
料
金
収
入
で
、
執
行
率
は
101
・
０

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
支
出
の
執
行
率
は

95
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
本
的
収
支
と
は
、
水
道
施
設
な
ど
の
新
た
な
整

備
な
ど
を
行
う
た
め
の
収
入
と
支
出
で
す
。

　
収
入
は
、
大
部
分
が
借
入
金
で
、
執
行
率
は
64
・

０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
支
出
は
、
配
水
管
の
整
備
や
水
道
メ
ー
タ

ー
の
購
入
、
借
入
金
の
償
還
な
ど
で
執
行
率
は
83
・

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

科　　目 予算額 執　　行　　額 執行率上期 下期 計

収
　入

水道料金 8億8,325万円 4億4,788万円 4億4,887万円 8億9,675万円 101.5%
受託工事収益 1,976万円 734万円 765万円 1,499万円 75.9%
その他営業収益 2,064万円 174万円 1,890万円 2,064万円 100.0%
営業外収益 3,314万円 7万円 3,397万円 3,404万円 102.7%
特別利益 1万円 0円 8万円 8万円 800.0%

計 9億5,680万円 4億5,703万円 5億947万円 9億6,650万円 101.0%

支
　出

委託費 1億5,091万円 5,983万円 8,837万円 1億4,820万円 98.2%
人件費 1億2,888万円 5,136万円 6,955万円 1億2,091万円 93.8%
支払利息 8,951万円 4,414万円 4,264万円 8,678万円 97.0%
減価償却費 3億3,207万円 0円 3億3,335万円 3億3,335万円 100.4%
資産減耗費 1,731万円 0円 1,486万円 1,486万円 85.8%
維持管理費等 1億5,962万円 3,537万円 9,576万円 1億3,113万円 82.2%

計 8億7,830万円 1億9,070万円 6億4,453万円 8億3,523万円 95.1%

科　　目 予算額 執　　行　　額 執行率上期 下期 計

収
　入

企業債 2億9,590万円 0円 1億9,590万円 1億9,590万円 66.2%
工事負担金 1,000万円 0円 0万円 0万円 0.0%
他会計補助金 40万円 0円 24万円 24万円 60.0%

計 3億630万円 0円 1億9,614万円 1億9,614万円 64.0%

支
　出

工事請負費 2億4,942万円 7,484万円 1億4,245万円 2億1,729万円 87.1%
企業債償還金 2億6,904万円 1億3,378万円 1億3,526万円 2億6,904万円 100.0%
人件費 3,006万円 986万円 1,471万円 2,457万円 81.7%
量水器購入費 5,661万円 4,797万円 121万円 4,918万円 86.9%
修繕費 804万円 381万円 412万円 793万円 98.6%
委託費 1億93万円 2,379万円 566万円 2,945万円 29.2%
その他経費 730万円 80万円 98万円 178万円 24.4%

計 7億2,140万円 2億9,485万円 3億439万円 5億9,924万円 83.1%

2� 水道事業会計の財政公表
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用途別給水戸数と給水量

○企業債の状況（各年度末残高）

水道事業の概況

給水戸数、年間給水量はともに減少傾向
問い合わせ　水道グループ（☎�５５０１）

平
成
28
年
度
の

　
　
　
　企
業
債
の
状
況

　市の水道事業は、地方公営企業法に基づき、地方自治体が経営する
企業として運営しています。
　事業の運営にあたっては、本来の目的である公共の福祉を増進する
とともに、常に効率的な事業運営に努め、企業の経済性を発揮するこ
とが求められています。
　現在はもちろん、将来にわたって市民の皆さんに水道水を供給して
いくためには、事業運営基盤の強化を図り、安全安心な給水を確保す
る必要があるため、市は、必要に応じ、施設の整備や維持管理、送配
水管の工事などを行っています。
　なお、平成２9年３月31日現在の行政区域内人口49,090人に対し、給
水人口は4８,4２9人。水道普及率は9８.65％であり、市内のほとんどの
家庭に水道水を供給しています。

　
市
は
、
安
定
的
に
水
道
水
を
お
届
け
す
る
た
め
、
管
路
の

更
新
や
耐
震
化
な
ど
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
企
業
債

（
借
入
金
）
は
、
こ
れ
ら
の
建
設
改
良
に
伴
う
資
金
が
必
要

な
と
き
、
そ
の
財
源
と
し
て
発
行
を
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
1
億
9
千
590
万
円
の
企
業
債
を
発
行
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
た
企
業
債
の
元
金
2
億
6

千
904
万
円
と
利
子
8
千
678
万
円
を
合
計
し
た
3
億
5
千
582
万

円
を
支
払
い
ま
し
た
。

用途区分
平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

給水戸数
（戸）

年間給水量
（㎥）

給水戸数
（戸）

年間給水量
（㎥）

給水戸数
（戸）

年間給水量
（㎥）

給水戸数
（戸）

年間給水量
（㎥）

給水戸数
（戸）

年間給水量
（㎥）

家事用 21,028 3,360,165 20,964 3,307,705 20,988 3,238,823 20,999 3,224,362 20,958 3,210,362

家事用
以外 1,217 752,216 1,201 761,127 1,200 706,600 1,191 690,812 1,184 696,531

公衆
浴場用 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0

臨時用 48 1,136 42 3,038 48 707 32 712 34 1,301

合計 22,294 4,113,517 22,208 4,071,870 22,237 3,946,130 22,223 3,915,886 22,177 3,908,194

１日平均
給水量 11,270㎥ 11,156㎥ 10,811㎥ 10,699㎥ 10,707㎥

▲�水源のひとつである来馬川
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＝
下
水
道
事
業
の
概
況
＝

公
共
下
水
道
事
業

個
別
排
水
処
理
施
設
事
業

　
市
の
下
水
道
事
業
で
は
、
公
共
下
水
道
事
業
と
個
別
排
水
処
理
施
設

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

生
活
排
水
な
ど
を
処
理
す

る
た
め
、
主
に
市
街
地
に

お
い
て
、
生
活
排
水
を
処

理
場
（
若
山
浄
化
セ
ン
タ

ー
）
に
運
ぶ
た
め
の
下
水

道
管
（
汚
水
管か

ん

渠き
ょ

）
や
処

理
場
の
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
大
雨
時
の
浸
水
対

策
と
し
て
、
雨
水
を
河
川

な
ど
に
排
出
す
る
た
め
の

下
水
道
管
（
雨
水
管
渠
）

の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
で
は
、
公
共

下
水
道
事
業
で
汚
水
管
渠
を
整
備
し
て
い

な
い
地
域
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

希
望
に
応
じ
て
、
各

家
庭
に
浄
化
槽
（
生

活
排
水
な
ど
を
浄
化

し
て
川
な
ど
に
排
出

す
る
た
め
の
設
備
）

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

下水道事業会計の財政公表
～下水道事業の経営状況をお知らせします～

　下水道事業は、各家庭から排出される生活排水（茶わん洗いや洗濯に使った水など）や排せつ物
を適切に処理し、市民の皆さんに衛生的に生活していただくとともに、大雨などによる浸水災害の
発生を未然に防ぐため、下水道や浄化槽の整備を行っています。
　市の下水道事業は、地方公共団体が経営する企業として、独立採算を原則に運営しています。
　今号では、平成28年度における経営状況についてお知らせします。

若山浄化センター（上空より）

▶�

埋
設
す
る
合
併

処
理
浄
化
槽

公共下水道の整備状況（平成29年３月末時点）

浄化槽の設置基数（平成29年３月末時点）

※�処理人口普及率は、市人口に占める供用開始人口（下水
道を利用できる地域に居住する市民）の割合。

※�水洗化人口は、生活排水などの排出に下水道を利用して
いる市民の数。

※�水洗化率は、水洗化人口をそれぞれ平成28年３月末時点、
平成29年３月末時点の供用開始人口で除した数値。

※�設置基数には、個別排水処理施設事業開始
以前に利用者が設置し、事業開始後に市が
受け入れしたものを含む。

区　　分 平成28年
３月末

平成29年
３月末

平成28年
度増減

処理人口普及率 95.7％ 95.7％ 0.0％
水洗化人口 41,110人 40,710人 ▲ 400人
水洗化率 86.6％ 86.7％ 0.1％

区　　分 平成28年
３月末

平成29年
３月末

平成28年
度増減

設置基数 66基 68基 2基

4� 下水道事業会計の財政公表



＝
経
理
の
状
況
＝

＝平成29年度の経営方針と予算の概要＝

　
下
水
道
事
業
の
予
算
は
、
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
を
行
う
た
め
の
『
収
益
的
収
支
』
と
、
新
た
な
施
設
の
整

備
や
す
で
に
設
置
さ
れ
た
施
設
の
更
新
を
行
う
た
め
の
『
資
本
的
収
支
』
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
執
行
状
況
を
見
る
と
、
『
収
益
的
収
支
』
、
『
資
本
的
収
支
』
と
も
に
、
収
入
支
出
の
執
行

率
は
、
98
％
～
99
％
の
執
行
率
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
『
収
益
的
収
支
』
の
営
業
収
益
は
100
・
４
％
と
予
算
を

超
え
る
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

▲�平成28年度に行われた雨水管渠の
整備工事

平成29年度予算の概要
区　　　分 収　　入 支　　出

収益的収支（３条予算） 18億1,550万円 18億460万円
公共下水道事業 18億198万円 17億9,072万円
個別排水処理施設事業 1,352万円 1,388万円

資本的収支（４条予算） 10億8,980万円 17億350万円
公共下水道事業 10億7,053万円 16億8,154万円
個別排水処理施設事業 1,927万円 2,197万円

※項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

収
　
入

科　　目 予算額 執行額 執行率
営業収益 7億648万円 7億946万円 100.4%

下水道使用料 6億2,189万円 6億2,646万円 100.7%
一般会計負担金 5,875万円 5,829万円 99.2%
その他 2,584万円 2,471万円 95.6%

営業外収益 11億2,143万円 11億109万円 98.2%
一般会計補助金 6億7,836万円 6億5,851万円 97.1%
長期前受金戻入金 4億1,739万円 4億1,736万円 100.0%
その他 2,568万円 2,521万円 98.2%

特別利益 0万円 4万円 1800.0%
合　　計 18億2,791万円 18億1,058万円 99.1%

支
　
出

科　　目 予算額 執行額 執行率
営業費用 14億6,000万円 14億4,163万円 98.7%

職員給与費 6,266万円 6,243万円 99.6%
施設管理費 3億4,746万円 3億2,978万円 94.9%
減価償却費 9億8,391万円 9億8,387万円 100.0%
その他 6,596万円 6,555万円 99.4%

営業外費用 3億7,992万円 3億6,709万円 96.6%
支払利息 3億5,266万円 3億5,221万円 99.9%
その他 2,726万円 1,488万円 54.6%

特別損失など 151万円 20万円 13.4%
合　　計 18億4,143万円 18億892万円 98.2%

※項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

収
　
入

科　　目 予算額 執行額 執行率
企業債 7億7,460万円 7億5,310万円 97.2%
負担金 1,391万円 1,542万円 110.9%

受益者負担金等 789万円 940万円 119.2%
一般会計負担金 602万円 602万円 100.0%

補助金 3億1,340万円 3億2,153万円 102.6%
一般会計補助金 1億5,380万円 1億5,249万円 99.2%
国庫補助金 1億5,960万円 1億6,905万円 105.9%
合　　計 11億191万円 10億9,006万円 98.9%

支
　
出

科　　目 予算額 執行額 執行率
建設改良費 5億149万円 4億7,884万円 95.5%
企業債償還金 11億9,991万円 11億9,991万円 100.0%
その他 150万円 0円 0.0%

合　　計 17億290万円 16億7,875万円 98.6%
※項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

【収益的収支】

【資本的収支】

　市は、将来を見据えて、施設の効率的な維持に必要な設備更新を重点的に行うほか、雨水管渠の整備
などを計画的に実施していきます。
　また、広報紙などを通じて市民の皆さんにお知らせしているとおり、市は、平成30年１月１日に、使
用料を平均14.８８％引き上げる改定を予定しています。
　今後につきましても、市民の皆さんのご理解がいただけるよう、下
水道使用料の改定について、周知や市議会への説明に努めていきます。
　なお、これまでの経緯につきましては、市ホームページに掲載して
いますので、ご覧ください。

問い合わせ　下水道グループ（☎�９０５２）
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《平成29年７月までの自己負担限度額（月額）》 《平成29年８月からの自己負担限度額（月額）》
区分 外来

（個人単位）
外来＋入院
（世帯単位）

➡
区分 外来

（個人単位）
外来＋入院
（世帯単位）

現役並み
所得者 44,400円

80,100円＋（総医
療費－267,000円）
×１％（※１）

現役並み
所得者 57,600円

80,100円＋（総医
療費－267,000円）
×１％（※１）

一般 12,000円 44,400円 一般
14,000円
ただし、年間
144,000円（※２）

57,600円（※１）

住民税
非課税
世　帯

区分Ⅱ 8,000円 24,600円 住民税
非課税
世　帯

区分Ⅱ 8,000円 24,600円

区分Ⅰ 8,000円 15,000円 区分Ⅰ 8,000円 15,000円

《70歳から74歳までの医療費の自己負担割合》

所得区分
誕生日

昭和19年４月
１日以前の方

昭和19年４月
２日以降の方

現役並み
所得者 ３割 ３割

上記以外
の方 １割 ２割

※１　�過去1２カ月以内に限度額を超えた回数が４回以上あった場合、４回目以降の限度額は44,400円です。
※２　�長期療養の患者に配慮し、現行の限度額１年分に相当する144,000円を年間限度額としています（基

準月は８月から翌年７月までになります）。

　入院や高額な外来診療の際、『限度額適用認定証』を医療機関の
窓口に提示することで、支払いが自己負担限度額までとなり、限度
額を超えた負担を抑えることができます。
　８月１日以降も継続して入院する、または新たに入院する予定が
あり、次のいずれかに該当する方は、国民健康保険グループまたは
各支所で申請してください。
▶対象（国民健康保険加入者）　
◦�70歳未満の方
◦�70歳から74歳までで住民税非課税世帯の方
▶手続きに必要なもの　
　�保険証、印鑑（朱肉を使うもの）、マイナンバー（個人番号）の
分かる書類、委任状（別世帯の方が申請を行う場合のみ）
※�国民健康保険税の納税状況により交付できない場合があります。
※�『限度額適用認定証』は、手続きを行った月の１日から有効です。
※�７月３日㈪から事前申請を行っています。

◎�自己負担限度額を超えて支
払った医療費がある場合は、
後日、国民健康保険グループ
からお知らせを送付しますの
で、ご確認ください。

◎�『現役並み所得者』とは、同
じ世帯の70歳から74歳までの
国民健康保険加入者で、住民
税の課税所得金額（総所得金
額から所得控除額を引いたも
の）が145万円以上を超える
方がいる世帯のことです。

　70歳から74歳までの国民健康保険加入者に交付している『高齢受
給者証』の有効期限は、７月31日㈪です。
　８月１日㈫以降に使用する新しい『高齢受給者証』は、７月下旬
に送付する予定です。

平成29年８月から、70歳以上の外来・入院時の『自己負担限度額』が変わります

『限度額適用認定証（標準負担額減額認定証）』の有効期限は７月31日㈪です

70歳以上の国民健康保険加入者に『高齢受給者証』
を送付します

国 民 健 康 保 険 の お 知 ら せ
▶問い合わせ　国民健康保険グループ（☎�１７７１）

6� 国民健康保険グループからのお知らせ



所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 軽減後の
年間均等割

33万円かつ被保険者全員が
所得０円（年金収入のみの
場合、受給額80万円以下）

９割軽減 4,980円

33万円 8.5割軽減 7,471円
33万円＋（27万円×世帯の
被保険者数） ５割軽減 24,904円

33万円＋（49万円×世帯の
被保険者数） ２割軽減 39,847円

▶保険料の減免
　�　災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別
な事情で生活が著しく困窮し、保険料の支払いが困難な
方は、保険料の減免が受けられる場合がありますので、
年金・長寿医療グループにご相談ください。

▶保険料の支払方法
　�　保険料の支払いは『年金からのお支払い』から『口座
振替』に変更することができます。
　�　『口座振替』を希望する方は、ご本人の保険証、通帳、
届出印を持参の上、年金・長寿医療グループへ申し込み
ください。
　※�『年金からのお支払い』から『口座振替』に切り替わ
る時期は、申し込み時期により異なります。

※�65歳以上の方の公的年金などに係る所得につ
いては、15万円を引いた額で判定します。
※�平成２9年度から、均等割５割軽減・２割軽減
の範囲が拡充されました。

　有効期限が７月31日㈪をもって満了と
なりますので、７月中に新しい保険証
（黄色）と減額認定証（限度額適用・標
準負担額減額認定証）（橙色）を送付し
ます。８月１日㈫
以降、新しいもの
をご使用ください。
　また、減額認定
証が新たに必要と
なる方は、年金・
長寿医療グループ
までご連絡くださ
い。

　支払った保険料は、確定申告などの社会保険料控除
の対象となります。納付書や口座振替で納めた場合は、
支払った方の社会保険料控除の対象となります。

▶問い合わせ
　年金・長寿医療グループ
� （☎�２１３７）
　北海道後期高齢者医療広域連合
� （☎011－290－5601）

▶保険料の軽減
①均等割の軽減
　被保険者と世帯主（被保険者ではない世帯主
も含む）の所得の合計で判定します。

※所得とは、前年の収入から必要経費（公的年金等控除額や給与所得控除額など）を引いたものです。

▶保険料の計算方法（年度途中で加入したときは、加入した月からの月割り計算）

　
　②所得割の軽減
　�　被保険者個人の所得から33万円を引いた額が5８万円
以下の方は、所得割を２割軽減します。

　※�平成２9年度から、所得割の軽減割合が５割から２割
に変更されました。

　③被用者保険の被扶養者だった方の軽減
　�　この制度に加入したときに被用者保険の被扶養者だ
った方は、所得割は掛からず、均等割が７割軽減とな
ります。

　※�被用者保険とは、協会けんぽなど、主に会社員が加
入している健康保険のことで、市の国民健康保険、
国民健康保険組合は含まれません。

　※�平成２9年度から、被用者保険の被扶養者だった方の
均等割軽減割合が９割から７割に変更されました。

◎７月に保険料をお知らせします

保険証と減額認定証が
新しくなります

後期高齢者医療制度のお知らせ
～保険料のお知らせ・保険証と減額認定証の更新～

均　等　割

＋ ＝
49,809 円

所　　　　得　　　　割

（平成28年中の所得－33万円）×10.51％

保険料（年額）

※100円未満切り捨て。
【１人当たり】 【本人の所得に応じた額】 【上限額57万円】

【均等割（７割軽減後）→14,942円】

7 後期高齢者医療制度のお知らせ



▲�幻想的な世界を体感『鬼火の路～幻想と神秘の
谷～』

▲�手筒花火を噴き上げ夜空を彩る『地獄の谷の鬼
花火』

６
月
２
日
㈮
、
地
獄
谷
展
望
台
で
『
地
獄
の
谷
の
鬼
花
火
』

（
登
別
観
光
協
会
・
市
主
催
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
開
催
日
初
日
で
あ
っ
た
６
月
１
日
㈭
は
、
悪
天
候
に

よ
り
や
む
な
く
中
止
と
な
り
、
翌
日
の
２
日
に
一
日
遅
れ
と
な

る
鬼
花
火
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
が
、
約
１
千
400
人
の
観
光

客
や
市
民
が
会
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。

登
別
観
光
協
会
の
唐か

ら

神か
み

昌し
ょ
う

子こ

会
長
が
開
会
宣
言
し
、
花
火
が

地
獄
谷
に
打
ち
上
が
る
と
、
地
獄
の
谷
に
棲す

む
『
湯ゆ

鬼き

神じ
ん

』
た

ち
が
登
場
。
太
鼓
や
鈴
を
鳴
ら
し
、
ス
テ
ー
ジ
で
厄
を
集
め
る

舞
い
を
披
露
し
た
後
、
階
段
に
６
人
の
『
湯
鬼
神
』
が
移
動
し

て
等
間
隔
に
並
ぶ
と
、
手
筒
花
火
を
勢
い
よ
く
夜
空
へ
と
噴
き

上
げ
、
見
る
も
の
を
魅
了
し
ま
し
た
。

『
地
獄
の
谷
の
鬼
花
火
』
は
、
７
月
28
日
㈮
ま
で
の
毎
週
木
・

金
曜
日
の
20
時
30
分
に
開
催
し
ま
す
。
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
21
時
30
分
ま
で
地
獄
谷
遊
歩
道
を
照
ら
す
『
鬼
火
の

路み
ち

～
幻
想
と
神
秘
の
谷
～
』
を
通
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
鬼
花

火
の
後
は
、
夜
の
地
獄
谷
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

地獄の谷の鬼花火

こよいは花火で
　　　観光客らを魅了

５
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
、
27
日
㈯
～
31
日
㈬
の
７
日

間
、
鷲
別
小
学
校
旧
校
舎
の
見
納
め
と
な
る
内
覧
会
を

開
催
し
ま
し
た
（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
。

平
成
28
年
12
月
に
鷲
別
小
学
校
新
校
舎
が
完
成
し
、

平
成
29
年
４
月
か
ら
供
用
を
開
始
し
た
こ
と
に
伴
い
、

解
体
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
旧
校
舎
。
昭
和

33
年
に
落
成
し
て
以
来
、
と
き
に
年
間
１
千
人
以
上
の

児
童
た
ち
を
受
け
入
れ
、
60
年
の
歴
史
の
中
で
多
く
の

思
い
出
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

内
覧
会
に
は
、
卒
業
生
や
当
時
の
先
生
な
ど
、
市
内

外
か
ら
153
人
の
方
が
訪
れ
、
学
び
や
で
過
ご
し
た
思
い

出
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

鷲
別
小
学
校
旧
校
舎
の
内
覧
会

今
ま
で
あ
り
が
と
う

5
�20・21
�27～31

▲�解体工事が進められている旧校舎

▲�小学生の頃を懐か
しむ卒業生

6
� 2

５
月
27
日
㈯
、
カ
ン
ト
・
レ
ラ
で
『
シ
カ
の
角
で
ス

ト
ラ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う
！
』
（
カ
ン
ト
・
レ
ラ
主
催
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
縄
文
文
化
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う

た
め
、
シ
カ
の
角
で
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
り
、
木
製
の

ビ
ー
ズ
と
共
に
ひ
も
に
通
し
て
首
飾
り
を
作
る
体
験
型

の
行
事
。
子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
な
ど
参
加
者
12
人
は
、

硬
い
シ
カ
角
の
面
取
り
に
苦
戦
は
し
ま
し
た
が
、
自
分

だ
け
の
首
飾
り
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

中
央
町
在
住
の
藤ふ

じ

田た

い
お
り
さ
ん
は
、
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
に
挑
戦
し
、
「
ひ
も
に
ビ
ー

ズ
を
通
す
の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
上
手
に
作
れ
た
よ
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

シ
カ
の
角
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う
！

思
い
思
い
の
首
飾
り

▲�シカの角とビーズをひもに通す参加者

5
� 27

8� 東　奔　西　走



６
月
７
日
㈬
、
株
式
会
社
開
発
工
営
社
会
議
室
で
、

札
幌
圏
に
居
住
す
る
登
別
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
た
ち
が

ふ
る
さ
と
登
別
を
応
援
す
る
『
札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
』

の
総
会
と
、
市
か
ら
の
情
報
提
供
や
札
幌
圏
と
登
別
の

事
業
者
と
の
経
済
交
流
を
行
う
『
札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
交

流
プ
ラ
ザ
』
（
同
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
宮み

や

髙た
か

憲け
ん

一い
ち

会
長
が
「
札
幌
圏
に
お
け
る

『
情
報
の
受
発
信
基
地
』
と
し
て
、
登
別
の
Ｐ
Ｒ
や
登

別
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
。
昨

年
、
創
立
20
周
年
を
迎
え
た
同
会
は
、
郷
土
発
展
の
た

め
に
さ
ら
な
る
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
、
今
年

度
に
取
り
組
む
事
業
案
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
平
成
29
年
度
総
会

第
24
回
札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
交
流
プ
ラ
ザ

郷
土
に
思
い
を
は
せ
て

▲�総会であいさつを行う宮髙会長（右から２番目）

6
� 7

６
月
１
日
㈭
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
に
、
観
光
案
内
所
『
の
ぼ
り
べ

つ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
』
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
案
内
所
は
、
同
駅
に
あ
っ
た
売
店
が
２
月
に
撤
退
し
た

こ
と
に
伴
い
、
登
別
観
光
協
会
が
新
た
に
設
置
し
た
も
の
。
各

種
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
設
置
し
て
い
る
こ
の
案
内
所
に
は
、

同
協
会
の
職
員
が
常
駐
し
、
観
光
案
内
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅

か
ら
登
別
温
泉
ま
で
の
バ
ス
の
乗
車
券
や
市
内
テ
ー
マ
パ
ー
ク

の
入
場
券
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

案
内
所
の
開
所
に
先
立
ち
、
同
日
の
10
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
同
協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
協

会
の
唐か

ら

神か
み

昌し
ょ
う

子こ

会
長
が
「
国
内
外
を
問
わ
ず
個
人
観
光
客
が
増

え
て
い
る
。
駅
を
利
用
す
る
方
に
、
サ
ー
ビ
ス
と
情
報
を
提
供

し
、
登
別
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
か
ら
多

く
の
観
光
客
に
『
お
も
て
な
し
』
を
行
っ
て
い
く
案
内
所
の
門

出
を
祝
し
、
唐
神
会
長
や
小
笠
原
市
長
ら
関
係
者
６
人
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
直
後
に
来
ら
れ
た
外
国
人
観
光
客
に
英
語
で
懇
切

丁
寧
に
観
光
案
内
を
行
う
な
ど
、
新
た
な
観
光
拠
点
と
し
て
機

能
し
始
め
た
案
内
所
。
開
所
時
間
は
９
時
か
ら
17
時
ま
で
、
当

面
は
無
休
で
対
応
す
る
予
定
で
す
。

『のぼりべつインフォメーションセンター』オープン

登別観光の
　　新たな拠点が誕生

6
� 1

▲�『アイヌ神謡集』の内容構成について説明を受ける受講者

５
月
31
日
㈬
、
市
民
会
館
で
、
『
登
別
と
き
め
き
大

学
』
の
平
成
29
年
度
第
１
回
基
礎
コ
ー
ス
講
座
『
ア
イ

ヌ
神
謡
集
超
入
門
』
（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を
行
い
、

35
人
の
方
が
受
講
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
公
益
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研

究
推
進
機
構
の
ア
イ
ヌ
文
化
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ

る
小こ

坂さ
か

博ひ
ろ

宣の
ぶ

さ
ん
を
招
き
、
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
の
出

版
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
執
筆
者
で
あ
る
知ち

里り

幸ゆ
き

恵え

の

生
涯
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
受
講
者
全
員
で
、
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
の

『
カ
ム
イ
ユ
カ
ラ
』
を
謡
う
な
ど
、
知
識
を
よ
り
い
っ

そ
う
深
め
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

登
別
と
き
め
き
大
学
第
１
回
基
礎
コ
ー
ス
講
座

生
涯
を
通
し
て
学
ぶ
喜
び
5
� 31

▲�観光客が集まる『のぼりべつインフォメー
ションセンター』

▲�テープカットで観光案内所のオープンを祝
う関係者

『登別ときめき大学』とは、年齢・性別に関
係なく生涯を通して学び続けることのできる
市民大学です。興味のある方は、社会教育グ
ループ（☎�１１２９）までご連絡ください。

9 東　奔　西　走



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

幌別そばクラブ
『
幌
別
そ
ば
ク
ラ
ブ
』
は
、
以
前

か
ら
そ
ば
打
ち
を
し
て
い
た
14
人
の

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
平
成
25
年
に

結
成
し
ま
し
た
。
現
在
の
会
員
は
40

代
か
ら
80
代
ま
で
の
男
女
22
人
。
毎

月
第
２
土
曜
日
・
第
４
日
曜
日
の
９

時
か
ら
12
時
頃
ま
で
、
老
人
憩
の
家

『
柏
木
の
家
』
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
お
い
し
い
そ
ば
を
作
っ
て
食
べ

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
会
長
の
多た

田だ

彰あ
き

宏ひ
ろ

さ
ん
。
通
常
の
活
動
の
ほ
か
、

町
内
会
の
敬
老
会
な
ど
外
部
で
年
10

回
程
度
そ
ば
を
振
る
舞
っ
て
お
り
、

食
べ
た
方
の
「
お
い
し
い
」
や
「
お

か
わ
り
」
の
言
葉
が
会
員
の
励
み
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

20
年
ほ
ど
自
己
流
で
そ
ば
打
ち

を
し
て
い
た
と
言
う
菊き

く

池ち

邦く
に

夫お

さ
ん

は
、
「
敬
老
会
で
食
べ
た
そ
ば
の
味

に
感
動
し
て
約
１
年
半
前
に
加
入
し

ま
し
た
。
自
分
の
作
る
そ
ば
の
味
が

ど
ん
ど
ん
良
く
な
っ
て
い
る
の
で
楽

し
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

「
そ
ば
打
ち
は
、
何
度
も
行
っ
て

い
く
中
で
、
目
に
見
え
て
上
達
し
、

よ
り
お
い
し
い
そ
ば
を
作
れ
る
よ
う

に
な
り
、
自
分
の
成
長
を
感
じ
ら
れ

る
の
が
魅
力
で
す
」
と
話
す
多
田
さ

ん
は
、
「
そ
ば
打
ち
の
道
具
を
お
貸

し
で
き
ま
す
の
で
、
経
験
の
な
い
方

で
も
一
緒
に
そ
ば
打
ち
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
す
。

会
員
同
士
の
仲
が
良
く
、
第
４
日

曜
日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
打
っ
た
そ

ば
を
皆
で
食
べ
て
感
想
を
言
い
合
う

な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
活
動

を
行
う
『
幌
別
そ
ば
ク
ラ
ブ
』
。
活

動
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
多
田

さ
ん
（
☎
�
５
８
９
８
）
ま
で
。 ▲�おいしいそばを目指し力をこめる会員

私たちと一緒に本格的な
そば打ちに取り組んでみ
ませんか

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
５４
回

　
今
年
度
も
山
菜
採
り
に
出
掛
け
た
方
が

遭
難
す
る
事
故
が
４
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
１
件
は
、
警
察
や
消
防
、
自

衛
隊
な
ど
が
懸
命
に
捜
索
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
発
見
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
（
６
月

20
日
㈫
時
点
）
。

　
遭
難
す
る
と
遭
難
者
だ
け
で
は
な
く
、

家
族
を
は
じ
め
多
く
の
方
が
不
幸
に
な
り

ま
す
。

　
「
自
分
は
遭
難
し
な
い
か
ら
大
丈
夫
」

と
は
、
絶
対
に
考
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
発
生
し
た
遭
難
事
故
に
お
い
て
、

携
帯
電
話
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
で
、
早

期
発
見
に
つ
な
が
る
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
山
菜
採
り
や
山
歩
き
で
入
山

す
る
方
の
た
め
に
、
再
度
、
注
意
点
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
入
山
す
る
と
き
は
　

◦�

気
象
情
報
を
確
認
し
、
悪
天
候
の
場
合

は
ち
ゅ
う
ち
ょ
せ
ず
に
中
止
す
る

◦�

行
き
先
と
帰
る
時
間
を
必
ず
家
族
に
伝

え
る

◦�

単
独
で
の
入
山
は
絶
対
に
し
な
い

◦�

白
や
黄
色
な
ど
の
目
立
つ
色
の
服
を
着

用
す
る

◦�

通
信
手
段
と
な
る
携
帯
電
話
、
非
常
食

や
防
寒
着
を
必
ず
携
帯
す
る

◦�

崖
や
急
斜
面
な
ど
の
危
険
な
場
所
に
は

近
づ
か
な
い

●
熊
の
出
没
に
注
意
　

◦�

熊
よ
け
の
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
し
、
音

を
た
て
る
工
夫
を
す
る
。

◦�
熊
の
出
没
情
報
に
注
意
し
、
足
跡
や
ふ

ん
を
見
た
と
き
は
す
ぐ
に
引
き
返
す

●
遭
難
し
た
場
合
　

◦�

落
ち
着
い
て
行
動
し
、
携
帯
電
話
や
笛

な
ど
を
用
い
て
自
分
の
位
置
を
知
ら
せ

る
◦�

む
や
み
に
歩
き
回
る
こ
と
は
体
力
の
消

耗
と
な
る
の
で
、
捜
索
隊
を
待
つ

家
族
の
方
へ

　
警
察
や
消
防
へ
の
通
報
が
遅
れ
る
と
捜

索
が
難
航
し
て
救
助
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
必
ず
行
き
先
と
帰
宅
時
間
を
確

認
し
て
、
時
間
ま
で
に
戻
ら
な
い
場
合
は
、

速
や
か
に
警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

遭
難
し
て
家
族
を
不
幸
に
し
な
い
た
め
に

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

10� 知って備える防災メモ・仲間たち



「
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
世
界
大

会
に
出
て
み
な
い
か
」
。

横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
『
全
国
ゴ
ー

ル
ド
シ
ニ
ア
バ
ス
ケ
大
会
』
に
参
加
し

た
際
に
、
チ
ー
ム
へ
の
加
入
を
誘
わ
れ

た
田
中
さ
ん
。

世
界
大
会
に
出
場
す
る
『
侍S

シ

ニ

ア

enior�
b

ボ
ー
ラ
ー
ズ

allers

』
は
、
シ
ニ
ア
バ
ス
ケ
の
全
国

大
会
に
出
場
し
た
方
の
中
か
ら
、
選
抜

さ
れ
た
選
手
で
結
成
さ
れ
る
シ
ニ
ア
チ

ー
ム
で
す
。

中
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に

入
部
し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
愛
し
て
き
た
田
中
さ
ん
。

現
在
は
、
帯
広
市
を
拠
点
に
活
動
し�

て
い
る
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
に
参
加
す
る
ほ

か
、
以
前
に
外
部
コ
ー
チ
と
し
て
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
教
え
て
い
た
当
時
の

教
え
子
な
ど
と
と
も
に
、
室
蘭
地
区
で

「
プ
ロ
リ
ー
グ
が
開
幕
し
て
バ
ス
ケ

ッ
ト
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
け
ど
、
シ

ニ
ア
と
な
る
と
全
国
大
会
は
、
数
え
る

ほ
ど
し
か
な
い
」
と
、
日
本
で
の
シ
ニ

ア
バ
ス
ケ
の
現
状
を
語
る
田
中
さ
ん
。

小
学
校
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

楽
し
ん
で
い
る
人
も
、
30
歳
、
40
歳
と

年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
、
引
退
す
る
人

が
増
え
て
く
る
と
い
い
ま
す
。

田
中
さ
ん
が
参
加
す
る
世
界
大
会
は
、

30
歳
か
ら
75
歳
ま
で
、
年
齢
ご
と
に
分

け
ら
れ
た
チ
ー
ム
が
ア
メ
リ
カ
や
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
、
世
界
各
地
か
ら
参
加
し
ま

す
。「

自
分
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
シ
ニ

ア
バ
ス
ケ
に
も
世
界
大
会
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
大
会

へ
の
参
加
を
目
標
に
、
も
っ
と
長
く
バ

ス
ケ
を
続
け
る
人
が
増
え
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
。
シ
ニ
ア
バ
ス
ケ
は
、
も
っ
と
盛

り
上
が
る
は
ず
」
。
２
０
１
８
年
に
は

島
根
県
松
江
市
で
、
世
界
大
会
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
な
ど
、
今

後
の
シ
ニ
ア
バ
ス
ケ
に
注
目
で
す
。

社
会
人
チ
ー
ム
を
結
成
す
る
な
ど
、
日

々
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
が
好
き
だ
か
ら

世
界
に
は
、
60
代
や
70
代
で
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る

昭和25年、大分県豊後高田市生まれ。66歳。
高校を卒業し、帯広市の大学に進学。獣医の資格を取得した
後、結婚を機に登別へ。来馬町で軽

けい

種
しゅ

馬
ば

（サラブレッド）を
生産、飼育する青

せい

藍
らん

牧場を経営。平成29年３月に胆振軽種馬
農業協同組合代表理事組合長に就任。牧場を経営する傍ら、
市内や帯広市を拠点にバスケットボールを行う。

田
た

中
なか

芳
よし

郎
ろう

さん（来馬町）
　小学生を対象としたミニバスケットボール
や、中学校・高校の部活動、社会人リーグ、
そして２016年、二つのプロリーグが統一して
誕生したＢ

ビ ー ・ リ ー グ

．ＬＥＡＧＵＥ。バスケットボー
ルは、幅広い世代に愛されるスポーツの一つ
です。
　今回は、６月30日から７月９日まで、イタ
リアで開催される『14thW

ワ ー ル ド マ キ シ バ ス ケ ッ ト

orldMaxibasket�
b
ボ ー ル チ ャ ン ピ オ ン シ ッ プ

allChampionship』に『侍Ｓ
シ ニ ア

eniorB
ボ ー ラ ー ズ

allers』
（65歳から70歳までの日本チーム）の一員と
して参加する田中芳郎さんにバスケットボー
ルに対する思いを伺いました。

世界各地の人たちと、
バスケットボールがで
きるなんてわくわくし
ちゃうよね

◀�

コ
ー
ト
内
を
縦
横
無
尽
に
駆
け
回
る
田

中
さ
ん

11 きらり



く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

８月の粗大ごみ収集

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚１６０円）』
を貼って出してください（１回につき５品まで）。

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�０２００）
※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※�電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

く
ら
し
と

住
ま
い

く
ら
し
と

住
ま
い

　
日
本
遺
族
会
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の

遺
児
を
対
象
に
、
父
な
ど
の
戦
没
し

た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行

う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友

好
親
善
を
図
る
『
平
成
29
年
度
慰
霊

友
好
親
善
事
業
』
を
実
施
し
ま
す
。

　
『
平
成
28
年
度
の
目
標
及
び
そ
の

達
成
に
向
け
た
活
動
の
点
検
・
評
価

と
平
成
29
年
度
の
目
標
及
び
そ
の
達

成
に
向
け
た
活
動
計
画
』
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
や
各

支
所
、
市
民
会
館
、
市
立
図
書
館
、

市
立
図
書
館
ア
ー
ニ
ス
分
館
、
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
、
し
ん
た
21
、
農
業

委
員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事
務
局

�

（
☎
�
９
１
９
０
）

か
な
北
海
道
を
築
い
て
い
く
と
と
も

に
、
道
外
に
も
北
海
道
の
魅
力
を
発

信
し
て
、
広
く
認
識
さ
れ
る
契
機
と

す
る
た
め
、
『
北
海
道
み
ん
な
の
日
』

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
『
北
海
道
み
ん
な
の
日
』
に
は
、

記
念
行
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
道
立

施
設
に
お
い
て
、
常
設
展
示
の
観
覧

料
や
入
場
料
な
ど
が
無
料
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.hokkaido.

lg.jp/ss/ssa/717.htm

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
総
合
政
策
部

政
策
局
（
☎
011

－

204

－

５
１
０
６
）

　
次
の
事
業
所
に
つ
い
て
、
下
水
道

排
水
設
備
工
事
指
定
店
の
解
除
を
し

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎�

株
式
会
社
カ
ネ
マ
ル
工
業
（
札
幌

市
白
石
区
北
郷
２
３
８
６
番
地
72
・

☎
011

－

873

－

５
５
０
５
）

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
Ｇ

�

（
☎
�
９
０
５
２
）

　
７
月
は
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
』
の
強
調
月
間
で
す
。

日
時
　
７
月
11
日
㈫
13
時
40
分
～

場
所
　
登
別
中
学
校
体
育
館

内�

容
　
犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝

達
式
、
誓
い
の
こ
と
ば
の
発
表

※�

同
運
動
期
間
中
に
地
域
住
民
と
の

懇
談
会
、
７
月
か
ら
９
月
に
作
文
・

標
語
募
集
、
10
月
13
日
㈮
に
公
開

ケ
ー
ス
研
究
会
を
行
い
ま
す
。

問�
い
合
わ
せ
　
同
運
動
登
別
地
区
推

進
委
員
会
（
社
会
福
祉
Ｇ
内
・
☎

�
１
９
１
１
）

◦�

花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い

◦�

途
中
で
火
が
消
え
て
も
、
筒
を
の

ぞ
か
な
い

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

　
北
海
道
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
文

化
、
風
土
を
見
つ
め
直
し
、
よ
り
豊

　
き
れ
い
で
楽
し
い
花
火
も
間
違
っ

た
遊
び
方
を
す
る
と
大
変
危
険
で
す
。

　
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、
次
の
こ
と

を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

◦�

消
火
用
の
水
バ
ケ
ツ
を
近
く
に
用

意
す
る

◦�

花
火
の
注
意
書
き
に
書
い
て
あ
る

遊
び
方
を
必
ず
守
る

◦�

花
火
が
終
わ
っ
た
ら
、
完
全
に
消

火
し
、
後
始
末
を
き
ち
ん
と
す
る

◦�

子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
し
な
い

◦�

風
が
強
い
と
き
は
花
火
を
し
な
い

◦�

燃
え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で
花

火
を
し
な
い

◦�

一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を

付
け
な
い

※�

参
加
す
る
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
（
☎
03

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１
）

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
水
道
排
水
設
備
工
事
指
定
店

解
除
の
お
知
ら
せ

第
67
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
を
実
施
し
ま
す

７
月
17
日
は

『
北
海
道
み
ん
な
の
日
』

（
愛
称
：
道
み
ん
の
日
）

花
火
の
ル
ー
ル

～
花
火
遊
び
は
迷
惑
に
な
ら
な
い

場
所
と
時
間
と
後
始
末
～
　

地　区 収集期間 申込期間

柏木町 ８月７日㈪～
８月1２日㈯　

７月２4日㈪～
８月４日㈮　

常盤町 ８月14日㈪～
８月19日㈯　

７月31日㈪～
８月10日㈭　

桜木町 ８月２1日㈪～
８月２6日㈯　

８月７日㈪～
８月1８日㈮　

幌別町 ８月２８日㈪～
９月２日㈯　

８月14日㈪～
８月２5日㈮　
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日�

時
　
８
月
５
日
㈯
10
時
15
分
～
15

時
50
分
（
９
時
30
分
か
ら
受
付
）

場�

所
　
室
蘭
工
業
大
学
（
室
蘭
市
水

元
町
27

－

１
）

※�

当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
東
室
蘭
駅
西
口
か

ら
同
大
学
ま
で
無
料
送
迎
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

対�

象
　
高
校
生
、
教
諭
、
一
般
市
民

な
ど

内�

容
　
各
学
科
で
の
体
験
学
習
・
実

　
道
内
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
実

行
を
推
進
す
る
た
め
、
非
正
規
労
働

者
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
や
改
正
育
児
・

介
護
休
業
法
な
ど
に
関
す
る
説
明
会

を
北
海
道
庁
と
の
共
催
に
よ
り
道
内

験
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど

※�

詳
し
く
は
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
入
試
戦
略
課

入
試
企
画
係
（
☎
㊻
５
１
６
３
）

７
カ
所
で
開
催
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
北
海
道
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
局
雇
用
環
境
・
均

等
部
指
導
課

�

（
☎
011

－

709

－
２
７
１
５
）

　
『
源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例
』

の
承
認
を
受
け
て
い
る
源
泉
徴
収
義

務
者
が
、
平
成
29
年
１
月
か
ら
６
月

ま
で
に
支
払
っ
た
給
与
等
、
退
職
手

当
等
、
税
理
士
等
の
報
酬
・
料
金
か

ら
源
泉
徴
収
を
し
た
、
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
納
期
限
は
、
７

月
10
日
㈪
で
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
し
た
場
合
、

加
算
税
や
延
滞
税
が
掛
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
納
付
に
は
ダ
イ
レ
ク
ト
納

付
（
電
子
納
税
）
が
便
利
で
す
。

※�

税
額
の
算
出
は
、
平
成
29
年
分
の

源
泉
徴
収
税
額
表
を
確
認
し
、
算

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

ご
不
明
な
点
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（www.nta.go.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署

�

（
☎
㉒
４
１
５
１
）

室
蘭
工
業
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

『
働
き
方
改
革
推
進
』
に
向
け

た
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

納
期
の
特
例
を
受
け
た
『
源
泉

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
』

の
納
期
限
は
７
月
10
日
㈪
で
す

露店などを開設する予定がある方へ
～火災事故を防ぐために～

臨時福祉給付金（経済対策分）の
申請受付期間を延長します蜂の巣の駆除業者を

紹介します

延長後の受付期限
平成29年10月24日㈫

▶問い合わせ　社会福祉グループ（☎�１９１１）

　平成２5年８月、京都府の花火大会会場において、発電
機用ガソリンの携行缶の不適切な取り扱いにより、多数
の死傷者を出す大変痛ましい火災事故が発生しました。
　この火災事故を受け、縁日や花火大会などのたくさん
の人が集まる催しにおいて火災が発生した場合、初期消
火が極めて重要であることから、対象火気器具等を使用
する場合、消火器を準備した上で使用することが義務と
なりました。
　また、対象火気器具等を使用する露店などを開設しよ
うとする場合には、事前に消防署へ届け出をすることが
義務となりました。
　この届け出により、対象火気器具等や消火器の状況な
ど、市消防職員が必要に応じて指導を行います。
※�対象火気器具等とは発電機、ガスコンロ、炭火コンロ、
電気コンロなどです。
▶問い合わせ　消防本部総務グループ（☎�９６１１）

　市が把握している、市内または近隣市で
蜂の巣の駆除を行っている事業者を紹介し
ます。
　一般家庭にできた蜂の巣の駆除について
は、それぞれの家屋や土地の所有者などが
自らの責任で行ってください。
▶駆除業者
◎有限会社オリコクリーン（☎�１４２２）
◎協業組合室蘭清掃管理センター
　　　　　　　　　　　　（☎㊸３１５５）
◎北海道防

ぼう

疫
えき

燻
くん

蒸
じょう

株式会社室蘭事業所
　　　　　　　　　　　　（☎㉔１２５１）
▶問い合わせ　環境対策グループ
　（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

　平成２6年４月からの消費税引き上げを受けて、所得
の低い方の負担を緩和するために給付している『臨時
福祉給付金（経済対策分）』の申請受付期間を延長し
ます。
　給付対象と思われる方には、案内文書や申請書など
を送付していますので、期限までに申請の手続きを
行ってください。
　期限を過ぎると申請ができなくなりますので、ご注
意ください。
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募
　
集

をお考えの方へ登 別 市 内 で 創 業

　
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

２
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収

第
１
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
（
普
通
徴
収
第
１
期
）
の
納
期
限

は
７
月
31
日
㈪
で
す
。

　
ま
た
、
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利

で
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介

護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

日�

時
　
７
月
25
日
㈫
18
時
～
（
１
時

間
程
度
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室

講
師
　
孔コ

ウ

　
佩ハ

イ

群グ
ン

（
市
職
員
）

内�

容
　
市
職
員
の
孔
　
佩
群
が
、
ふ

る
さ
と
中
国
の
文
化
や
論
語
な
ど

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
７
月
21
日
㈮
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
�
１
１
２
２
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

第
２
回 

国
際
理
解
講
座

市は、登別商工会議所や地域の金融機関と連携し、市内で創業される方を応援します

登別市内で創業を考えているけど、
どこに相談へ行けばいいの？

創業する決心はついたけど、
店舗経営が不安で…

市の補助制度が利用できるって聞
いたけど、具体的にどんなものが
あるの？

まずは登別商工会議所へ！
登別商工会議所では『ワンス
トップ相談窓口』を設置し、相
談者の実情に応じ、国や道、市
の創業に関する支援策の紹介な
どを行っています。

※�市や地域の金融機関でも創業
に関する相談を受け付けてい
ます。

今年は、登別商工会議所が主体とな
り、創業に関する知識の豊富な講師
を招いて『創業スクール』を開催し
ます。
『創業スクール』では、店舗を経営
するために必要となる『経営』、
『財務』、『人材育成』、『販路開
拓』に関する講義を10月から11月に
かけて行う予定です。
また、創業後のフォローも兼ねた、
創業者と支援者（市、登別商工会議
所、金融機関など）との交流会も実
施される予定です。

ご不明な点がございましたら
お気軽にご連絡ください。

▶問い合わせ　
【創業全般に関すること】
　登別商工会議所
　（中央町５丁目６－１・☎�４１１１）
【市補助金に関すること】
　市商工労政グループ
� （中央町４丁目11アーニス内・☎�２１７１）

創業スクールの詳細な日程が決まり次第、
広報のぼりべつや市ホームページなどで
お知らせします。

市内にある空き店舗を活用して
事業を行う際に、店舗の賃借料
の一部を補助する『空き店舗活
用事業補助金』と事業を始める
際に、必要な店舗の改修費など
の一部を補助する『事業所開設
費補助金』の２つがあります。

補助事業名 空き店舗活用事業補助金 事業所開設費補助金

補助対象
経費

市内にある空き店
舗になってから３
カ月以上経過して
いる店舗を利用し
て事業を行う際の
店舗賃借料

市内の事業者を利用して実
施する建物の改造、改装な
どに要する経費や改造、改
装などに伴う設備機器類の
購入費（事務用機器や車両
は対象外）

補助金額
月額５万円以内
（補助金交付開始
から1２カ月間）

２0万円以内
※�登別温泉町で事業を行う
場合は、さらに30万円を
上乗せします。
※�創業スクールなどの特定
創業支援事業を受け、事
業を行う場合は、さらに
２0万円を上乗せします。

補助割合 補助対象経費の２
分の１以内

補助対象経費の２分の１以
内

公募期間 随時
平成２9年７月２1日㈮まで
※�予算に残額が生じた場合
には、３次募集（８月予
定）を実施。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



サマー
ジャンボ 宝くじ が

発売されます

　
皆
さ
ん
が
市
長
と
自
由
に
話
し
合

え
る
機
会
を
広
げ
る
た
め
、
『
市
長

室
フ
リ
ー
タ
イ
ム
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
市

長
と
直
接
会
っ
て
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
　
７
月
28
日
㈮
10
時
～
17
時

※
１
人
（
組
）
に
つ
き
30
分
程
度
。

場�

所
　
市
役
所
２
階
市
長
応
接
室
、

鷲
別
公
民
館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
、

登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

※�

苦
情
や
要
望
、
個
人
的
な
問
題
の

相
談
な
ど
を
目
的
と
し
た
申
し
込

　
認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
や
家
族

へ
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
を
学
び
、
認
知

症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
深
め

る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
５
日
㈬

◦�

昼
の
部
…
13
時
30
分
～
15
時
（
13

み
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※�

申
し
込
み
の
と
き
に
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
、

話
し
た
い
内
容
を
必
ず
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

※�

当
日
は
、
報
道
関
係
者
が
取
材
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申�

し
込
み
　
７
月
10
日
㈪
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
�
６
５
８
６
）

　
海
上
保
安
庁
は
、
平
成
30
年
４
月

採
用
の
海
上
保
安
官
（
学
生
）
を
募

集
し
ま
す
。

　
受
験
の
申
し
込
み
方
法
や
受
付
期

間
な
ど
、
詳
し
く
は
第
一
管
区
海
上

保
安
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
海
上
保
安
部

�

（
☎
㉓
０
１
１
８
）

時
か
ら
受
付
）

◦�

夜
の
部
…
18
時
～
19
時
30
分
（
17

時
30
分
か
ら
受
付
）

場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

申�

し
込
み
　
７
月
４
日
㈫
ま
で
に
高

齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）

月
日
　
８
月
20
日
㈰

場
所
　
苫
小
牧
市
な
ど

内�

容
　
甲
種
（
第
１
～
５
類
）
、
乙

種
（
第
１
～
７
類
）

受
験
願
書
受
付
期
間
　

◦�

書
面
…
７
月
７
日
㈮
～
14
日
㈮

◦�

電
子
…
７
月
４
日
㈫
～
11
日
㈫

※�

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

月
日
　
８
月
20
日
㈰

場
所
　
苫
小
牧
市
な
ど

内�

容
　
甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６
類

　
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間
　

◦�

書
面
…
７
月
７
日
㈮
～
14
日
㈮

◦�

電
子
…
７
月
４
日
㈫
～
11
日
㈫

※�

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

）、

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

海
上
保
安
官
　
採
用
試
験

第
２
回
　
消
防
設
備
士
試
験

第
４
回
　
危
険
物
取
扱
者
試
験

市民プールバスパック販売中
　市民プール行きの往復バス料金と入
館料を合わせた『市民プールバスパッ
ク』を販売しています。
▶バスの利用区間
（千代の台線）
◦�上鷲別入口～市民プール前
（郊外線）
◦�鷲別～クリンクルセンター前
◦�汐見坂～クリンクルセンター前
◦�登別温泉ターミナル～クリンクルセ
ンター前
▶�パック券販売所　市民プール、鷲別
公民館、市役所内母子会売店、市民
会館、道南バス若山営業所、道南バ
ス登別温泉ターミナル、川西燃料

▶販売期間　７月1８日㈫～８月10日㈭
※�この宝くじの収益金は市町村の明るく
住みよいまちづくりに使われます。

※�市役所内母子会売店でも取り扱います
ので、ぜひご利用ください。

※�鷲別方面は鷲別・上鷲別入口、登別
方面は汐見坂、登別温泉方面は登別
温泉ターミナルを起点とします。
※�パック券の利用は、市内からの乗車
に限ります。バスを乗り継ぐ場合は、
利用できません。
▶問い合わせ　社会教育グループ
� （☎�１１２９）

▶�パック料金� （単位：円）

乗車区間 区　分
運賃＋入館料
通常料金 パック料金

鷲別方面、
登別方面～
市民プール、
クリンクル
センター前

一　般 1,1２0 900
65歳以上 9２0 700
高校生 ８２0 600
中学生 7２0 500
小学生 4２0 300

登別温泉方
面～
市民プール、
クリンクル
センター前

一　般 1,4２0 1,000
65歳以上 1,２２0 ８00
高校生 1,1２0 700
中学生 1,0２0 600
小学生 560 350
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平成28年度　住民基本台帳の閲覧状況を公表します

問い合わせ　市民サービスグループ（☎�１８５５）

閲覧者氏名 閲覧事由（委託者など） 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

（一社）中央調査社
　会長　西澤　豊

テレビ放送に関するアンケート調査
（ＮＨＫ営業局計画管理部） 平成２８年４月19日 若草町、若山町

� ２0件

㈱日本リサーチセンター
　代表取締役社長　鈴木　稲博

６月全国個人視聴率調査
（ＮＨＫ放送文化研究所 世論調査部） 平成２８年４月２1日 美園町

� 1２件

自衛隊札幌地方協力本部
　本部長　篠村　和也

自衛官募集
（自衛隊法第２9条第１項、同法第35条） 平成２８年５月10日

市内全域
� 4２6件

（一社）中央調査社
　会長　西澤　豊

２016年新聞及びウェブ利用に関する総
合調査
（朝日新聞社）

平成２８年６月２２日 常盤町
� ２２件

（一社）中央調査社
　会長　西澤　豊

地球温暖化対策に関する世論調査
（内閣府大臣官房政府広報室） 平成２８年７月６日 若草町

� 11件

㈱東京商工リサーチ北海道支社
　支社長　横山　朗

平成２８年度道民意識調査
（北海道知事） 平成２８年８月２日 富岸町

� 10件

北海道胆振総合振興局
　保健環境部長　廣島　孝

平成２８年度国民健康・栄養調査に係る
調査区の世帯構成及び年齢調査 平成２８年８月1８日 柏木町

� 145件

（一社）中央調査社
　会長　大室　真生

公共交通に関する世論調査
（内閣府大臣官房政府広報室） 平成２８年11月２5日 登別東町

� 1２件

㈱日本リサーチセンター
　代表取締役社長　鈴木　稲博

生活意識に関するアンケート調査
（日本銀行�情報サービス局） 平成２８年11月２9日 新生町

� 15件

㈱ビデオリサーチ
　代表取締役社長　加藤　譲

２017年全国たばこ喫煙者率調査
（日本たばこ産業㈱たばこ事業本部�
Ｍ＆Ｓ企画部）

平成２８年1２月13日 若草町、若山町
� ２0件

（一社）中央調査社
　会長　大室　真生

平成２８年度国語に関する世論調査
（文化庁文化部国語課） 平成２9年１月２7日 幸町

� 15件

　『住民基本台帳法』第11条第３項と第11条の２第1２項、『住民基本台帳の一部の閲覧及び住民票の写しの
交付に関する省令』第３条の規定に基づき、平成２８年度中の閲覧状況を公表します。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
し

て
い
る
方
で
、
資
格
取
得
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

◎
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
　

期
間
　
９
月
１
日
㈮
～
（
３
カ
月
間
）

場�

所
　
登
別
職
業
訓
練
協
会
（
青
葉

町
42

－

13
）

費�

用
　
約
１
万
３
千
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

定
員
　
20
人

受
付
期
間
　
８
月
18
日
㈮
ま
で

◎
介
護
職
員
実
務
者
研
修
　

期
間
　
９
月
11
日
㈪
～
（
６
カ
月
間
）

場�

所
　
北
海
道
福
祉
教
育
専
門
学
校

（
室
蘭
市
母
恋
北
町
１
丁
目
５

－

11
）

費�

用
　
約
１
万
３
千
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

定
員
　
30
人

受
付
期
間
　
８
月
23
日
㈬
ま
で

※�

応
募
に
は
、
選
考
試
験
が
あ
り
ま

す
。

※�

願
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

（
室
蘭
市
海
岸
町
１
丁
目
20

－

28
）

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

�

（
☎
㉒
８
６
８
９
）

職
業
訓
練
　
訓
練
生
募
集
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



●情 報公開条例

●個 人情報保護条例

問い合わせ　総務グループ（☎�１１３０）

平成2８年度 情報公開条例による公文書の公開状況と
個人情報保護条例の運用状況のお知らせ

　『登別市情報公開条例』は、公文書の公開を求める市民の権利を明らかにするとともに、市政に対す
る市民の理解と信頼を深め、市民参加による開かれた市政を一層推進し、公正で民主的な市政の発展に
役立てることを目的に制定され、平成10年10月１日から施行されています。

　『登別市個人情報保護条例』は、個人情報の開示などを請求する市民の権利を保障するとともに、個
人の権利利益の保護と公正で民主的な市政の推進を図り、基本的人権の擁護に役立てることを目的に制
定され、平成10年10月１日から施行されています。

◎
一
般
曹
候
補
生
　

月�

日
　
９
月
16
日
㈯
か
ら
18
日
㈪
ま

で
の
指
定
す
る
一
日

対
象
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

受�

付
期
間
　
７
月
１
日
㈯
～
９
月
８

日
㈮
（
締
切
日
必
着
）

◎
自
衛
官
候
補
生
　

月
日
　

◦�

８
月
試
験
…
８
月
26
日
㈯
か
ら
27

日
㈰
ま
で
の
指
定
す
る
一
日

◦�

９
月
試
験
…
９
月
20
日
㈬
か
ら
26

日
㈫
ま
で
の
指
定
す
る
一
日

対
象
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

受
付
期
間
　

◦�

８
月
試
験
…
８
月
23
日
㈬
ま
で

◦�

９
月
試
験
…
９
月
12
日
㈫
ま
で

※
締
切
日
必
着
。

◎
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

　
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）

月
日
　
９
月
22
日
㈮

対�

象
　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

（
海
上
は
23
歳
未
満
）
で
、
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒
業

者
（
卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む
）

受�

付
期
間
　
７
月
１
日
㈯
～
９
月
８

日
㈮
（
締
切
日
必
着
）

問�

い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�

（
☎
㊹
９
５
３
３
）

自
衛
官
　
採
用
試
験

▶情報公開条例に基づく公文書の公開請求・申し出など

実施機関の名称 公開の請求
・申し出件数

公開の請求・申し出の内訳
公開の請求件数 公開の申し出件数

市長部局 ８件 ８件 ０件
教育委員会 ４件 ４件 ０件
消防長 ２件 ２件 ０件
合計 14件 14件 ０件

▶請求・申し出に対する決定などの内容別件数
請求の内容 公　　開 一部公開 非 公 開 取り下げ 不存在など
公開の請求 ５件 ６件 ０件 １件 ２件
公開の申し出 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件
合計 ５件 ６件 ０件 １件 ２件

※�選挙管理委員会や公平委員
会、監査委員、農業委員会、
固定資産評価審査委員会、
水道事業管理者、議会につ
いては、公開請求などはあ
りませんでした。

▶個人情報保護条例に基づく個人情報の開示請求など

実施機関の
名称

個人情報の
請求件数

個人情報の請求の内訳
開示請求
件数

訂正請求
件数

取扱削除
請求件数

取扱中止
請求件数

市長部局 ４件 ４件 ０件 ０件 ０件
▶請求に対する決定などの内訳別件数

請求の内容
開示、訂正、
取扱削除また
は取扱中止　

請求の一部
に応じない

請求の全部
に応じない 不存在など

開示請求 ０件 ４件 ０件 ０件
合計 ０件 ４件 ０件 ０件

※�教育委員会や選挙管理委員
会、公平委員会、監査委員、
農業委員会、固定資産評価
審査委員会、水道事業管理
者、消防長、議会について
は、開示請求などはありま
せんでした。

　市は、情報公開条例による
公文書の公開のほか、市政に
関する情報の提供、個人情報
の保護に関する相談を受け付
けています。
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　市は、就職を希望する若年者などの不安を取り除き、
自分の適性に応じた職業選択ができるよう、登別職業訓
練協会に委託して、キャリアカウンセラーによる個別相
談やセミナーなどを行い、自信を持って就職活動に取り
組み、就職することができるようサポートしています。
※相談先は19ページの『キャリアサポートのぼりべつ
（市委託事業）』をご覧ください。

　今後、職務経歴書や履歴書の書き方などを学ぶための
就職セミナーを開催します。
　詳しくは、広報のぼりべつや市ホームページでお知ら
せしていきます。

▶場所　職業訓練センター（青葉町4２－13）
▶申し込み　登別職業訓練協会（☎�１４５０）

▶日時・内容（いずれも13時30分～16時30分）
◦８月２4日㈭　�自己分析とグループカウンセ

リング演習
◦10月1８日㈬　自分に合った仕事の探し方
◦11月16日㈭　職務経歴書の作成
◦２月15日㈭　履歴書の作成
◦３月15日㈭　面接のポイントを知る

　面談などを通して、相談者自身の価値観や人生観の再
発見を促し、自己理解を深め、望ましい職業の選択・開
発を支援する職業能力の形成の専門家です。

◦�就職したいが何から始めたらいいのか
分からない
◦�履歴書の書き方についてアドバイスを
受けたい
◦�自分にどのような仕事が合っているか
分からない
◦�何度も面接を受けているが、なかなか
採用してもらえない

『キャリアサポートのぼりべつ』をご利用ください
若年者等キャリアカウンセリング事業

国
民
年
金
保
険
料
の

『
免
除
制
度
』
と
『
納
付
猶
予
制
度
』

　
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
の
状
態
だ
と
、
障
が
い
や
死
亡

な
ど
不
慮
の
事
態
が
生
じ
た
と
き
『
障
害
基
礎
年
金
』
や

『
遺
族
基
礎
年
金
』
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

免
除
制
度

◎
全
額
免
除
制
度

　
前
年
の
所
得
に
基
づ
き
保
険
料
の
全
額

（
月
額
１
万
６
千
490
円
）
を
免
除
し
ま
す
。

※�

全
額
免
除
の
期
間
は
、
全
額
納
付
し
た

と
き
に
比
べ
、
年
金
額
が
２
分
の
１
と

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

◎
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

　
前
年
の
所
得
に
基
づ
き
保
険
料
の
一
部

を
免
除
し
ま
す
。

◦�

４
分
の
１
納
付
（
保
険
料
額
４
千
120

円
・
年
金
額
は
８
分
の
５
）

◦�

２
分
の
１
納
付
（
保
険
料
額
８
千
250

円
・
年
金
額
は
４
分
の
３
）

◦�

４
分
の
３
納
付
（
保
険
料
額
１
万
２
千

370
円
・
年
金
額
は
８
分
の
７
）

※�

規
定
の
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
場

合
は
、
そ
の
期
間
の
一
部
免
除
が
無
効

（
未
納
と
同
じ
）
と
な
り
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑
、
年
金
手
帳
ま
た
は
納
入
通
知
書
、

失
業
の
場
合
は
『
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
』
の
写
し
、
ま
た
は
『
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
』

※�

申
請
者
本
人
の
ほ
か
、
配
偶
者
・
世
帯

主
の
方
も
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

　
50
歳
未
満
の
方
で
、
同
居
し
て
い
る
世

帯
主
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
と
配

偶
者
の
所
得
要
件
に
よ
り
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。

　
納
付
猶
予
承
認
期
間
は
、
将
来
受
け
取

る
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
免
除
制
度
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の
と

同
じ

※�

『
免
除
制
度
』
、
『
納
付
猶
予
制
度
』

が
承
認
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納

め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

過
去
２
年
１
カ
月
分
ま
で
遡
及
し
て
、

『
免
除
制
度
』
、
『
納
付
猶
予
制
度
』

の
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼�

問
い
合
わ
せ
　
年
金
・
長
寿
医
療
グ
ル

ー
プ
（
☎
�
２
１
３
７
）

▶問い合わせ　商工労政グループ（☎�２１７１）

キャリアカウンセラーとは 

【相談内容の例】

◎就職セミナーを開催します
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 ８月19日㈯
９時30分～1２時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員：６人（申し込み順）

８月10日㈭までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

７月２２日㈯
９時30分～1２時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

相続や遺言、各種契約など、
官公署に提出する書類
定員：10人（申し込み順）

７月２1日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
随時
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

障がいのある方の
就労相談窓口

７月２0日㈭
14時～17時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

７月13日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）

土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目２0－５）解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

７月14日㈮・２８日㈮
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）

19 困った！ときにはまず相談



いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日
時
　
７
月
15
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
体
操
、
手
遊
び
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ

※�

天
気
が
良
け
れ
ば
水
遊
び
。

持�

ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

か
水
）
、
水
着
ま
た
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
・

水
遊
び
用
紙
パ
ン
ツ
・
バ
ス
タ
オ

ル
（
好
天
時
）

※�
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
７
月
20
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－
１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

◦�

７
月
20
日
㈭
…
幌
別
東
保
育
所

（
外
遊
び
）
、
栄
町
保
育
所
（
運

動
会
ご
っ
こ
）

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
45
分
か
ら

11
時
ま
で
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

持�

ち
物
　
上
靴
（
子
ど
も
と
保
護

者
）
、
帽
子
・
靴
（
外
遊
び
）
、

水
着
ま
た
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
水
遊
び

用
紙
パ
ン
ツ
・
バ
ス
タ
オ
ル
（
水

遊
び
）

※�

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
　
７
月
18
日
㈫
11
時
～
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

日
時
　
７
月
７
日
㈮
10
時
～
12
時

場
所
　
鷲
別
公
民
館
駐
車
場

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容
　
市
消
防
職
員
の
仕
事
の
見
学

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
帽
子
、
運
動
靴
、
着
替
え

な
ど

申�

し
込
み
　
７
月
６
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
７
月
21
日
㈮
10
時
～
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対�

象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
方

内�

容
　
運
動
発
達
の
観
点
か
ら
、
子

ど
も
の
成
長
や
普
段
気
を
付
け
て

お
き
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
専

門
家
か
ら
話
を
聞
く

講�

師
　
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
ぞ
み
園
理
学
療
法
士
・
佐さ

藤と
う

優ま
さ
る
さ
ん

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容
　
川
で
水
遊
び

※
雨
天
時
は
室
内
遊
び
。

持�
ち
物
　
濡
れ
て
も
よ
い
服
装
・
靴
、

帽
子
、
着
替
え
、
水
筒
な
ど

※�
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自

然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら

ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－
０
８
６

５
）

日
時
・
場
所
・
内
容
　

◦�

７
月
11
日
㈫
…
登
別
保
育
所
（
折

り
紙
で
金
魚
を
折
る
）

◦�

７
月
13
日
㈭
…
富
士
保
育
所
（
水

遊
び
）
、
鷲
別
保
育
所
（
外
遊
び
）

日
時
・
場
所
　

◦�

７
月
10
日
㈪
10
時
～
13
時
…
サ
ン

チ
ャ
イ
ル
ド
（
札
内
町
）

◦�

７
月
28
日
㈮
10
時
～
12
時
…
で
あ

え
ー
る
は
ま
な
す
１
階
集
会
室

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
工
作
な
ど

※�
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
登
別
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
�
０
８
６
０
）

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

保
育
所
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か

鷲
別
子
育
て
サ
ロ
ン

『
と
～
ま
す
』

20� すくすく子育て　いきいき健康

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日
時
　
８
月
22
日
㈫
10
時
～
12
時

※�

９
時
45
分
か
ら
９
時
55
分
ま
で
に

集
合
。

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
１
歳
６
カ
月
以
上
で
小
学
校

入
学
前
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

内�

容
　
言
葉
の
出
る
仕
組
み
の
講
話
、

言
葉
を
伸
ば
す
体
験
遊
び
な
ど

講�

師
　
幌
別
小
学
校
こ
と
ば
の
教
室

幼
児
部
・
能の

登と

寿ひ
さ

子こ

さ
ん
、
須す

藤ど
う

和か
ず

恵え

さ
ん

日
時
・
場
所
　

◦�

７
月
３
日
㈪
10
時
～
15
時
…
若
草

つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

◦�

７
月
５
日
㈬
10
時
～
12
時
…
鷲
別

公
民
館

◦�

７
月
12
日
㈬
10
時
～
12
時
…
若
草

児
童
ク
ラ
ブ
（
若
草
小
学
校
内
）

◦�

７
月
19
日
㈬
10
時
～
12
時
…
で
あ

え
ー
る
は
ま
な
す
団
地
集
会
所

※�

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
は
、
昼
食

の
持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

持�

ち
物
　
上
靴
、
着
替
え
、
飲
み
物

（
お
茶
か
水
）
な
ど

※�

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

越
し
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
　
８
月
３
日
㈭
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
幼
稚
園
児
と
そ
の
き
ょ
う
だ

い
内
容
　
園
庭
で
水
遊
び

※
雨
天
時
は
室
内
遊
び
。

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
水
着
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
帽

子
、
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶
か

水
）
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

申�

し
込
み
　
７
月
３
日
㈪
か
ら
７
日

㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日�

時
　
８
月
24
日
か
ら
９
月
21
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
10
時
～
12
時

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
１
歳
６
カ
月
か
ら
２
歳
５
カ

月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

日�

時
　
８
月
17
日
㈭
14
時
～
15
時
30

分
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
３
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
管
理
栄
養
士
の
食
育
講
座

定
員
　
12
組
（
申
し
込
み
順
）

日�

時
　
７
月
27
日
㈭
14
時
～
15
時
30

分
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
９
カ
月
か
ら
１
歳
２
カ

月
ま
で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
夏
の
遊
び

※
天
気
が
良
け
れ
ば
水
遊
び
。

持�

ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

か
水
）
、
水
着
ま
た
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
・

水
遊
び
用
紙
パ
ン
ツ
・
バ
ス
タ
オ

ル
（
好
天
時
）

※�
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
　
８
月
１
日
㈫
10
時
～
12
時

場
所
　
し
ん
た
21
多
目
的
ホ
ー
ル

対�
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
の

保
護
者

演
題
　
い
の
ち
の
誕
生

講�

師
　
産
後
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

さ
わ
だ
ひ
ろ
み
さ
ん

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
７
月
３
日
㈪
か
ら
７
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
７
月
24
日
㈪
か
ら
28
日

㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
か
水
）
、

着
替
え
な
ど

申�

し
込
み
　
７
月
10
日
㈪
か
ら
14
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

内�

容
　
手
遊
び
、
運
動
遊
び
、
絵
本
、

製
作
な
ど

定
員
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
７
月
24
日
㈪
か
ら
28
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

『
言
葉
を
伸
ば
す
』
体
験
講
座

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
企
画
『
幼
稚
園
児

と
そ
の
き
ょ
う
だ
い
』

あ
そ
び
の
広
場

１
歳
児
グ
ル
ー
プ

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児

は
い
は
い
コ
ー
ス

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児

よ
ち
よ
ち
コ
ー
ス

子
育
て
講
演

命
の
は
な
し
『
誕
生
学
』

～
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
～

21 すくすく子育て　いきいき健康



健

　康

い
き
い
き

日
時
・
内
容
　

◦�

８
月
18
日
㈮
・
25
日
㈮
13
時
30
分

～
15
時
30
分
…
精
神
科
医
師
な
ど

に
よ
る
講
義

◦�

８
月
28
日
㈪
か
ら
30
日
㈬
ま
で
の

い
ず
れ
か
一
日
…
希
望
す
る
精
神

障
が
い
者
社
会
復
帰
施
設
の
見
学

◦�

９
月
１
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時
30

日�

時
　
７
月
27
日
㈭
18
時
～
（
受
付

は
18
時
15
分
ま
で
）

場
所
　
し
ん
た
21

対
象
　
小
学
３
年
生
以
上

※�

過
去
に
受
診
歴
が
あ
る
場
合
は
、

前
回
の
検
査
か
ら
５
年
以
上
経
過

し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

※
検
査
料
は
無
料
で
す
。

申�

し
込
み
　
７
月
10
日
㈪
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�

０
１
０
０
）

日
時
　
７
月
８
日
㈯
11
時
～
12
時

場�
所
　
ア
ー
ニ
ス
１
階
中
央
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス

内�

容
　
眠
れ
な
く
な
る
仕
組
み
と
そ

の
対
処
法
に
つ
い
て

※
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
み
な
が
わ
往
診
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
☎
�
５
９
６
２
）

日
時
　
７
月
11
日
㈫
13
時
～
15
時

場�

所
　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
が
ん
診

療
セ
ン
タ
ー
２
階
患
者
図
書
室

『
は
ぁ
と
』

対�

象
　
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
と

そ
の
家
族

日�

時
　
８
月
22
日
㈫
15
時
（
開
場
14

時
30
分
）

分
…
活
動
報
告

場�

所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
２
階

研
修
室
（
施
設
見
学
以
外
）

申�

し
込
み
　
７
月
18
日
㈫
か
ら
８
月

10
日
㈭
ま
で
に
室
蘭
地
方
精
神
保

健
協
会
事
務
局
（
室
蘭
保
健
所
内
・

☎
㉔
９
８
４
３
）

内
容
　
患
者
同
士
の
語
り
合
い
な
ど

※�

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
病
院
が
ん
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
㊼
４
３
３
７
）

場�

所
　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
が
ん
診

療
セ
ン
タ
ー
３
階
大
講
堂

演�

題
　
肺
が
ん
の
外
科
的
治
療
に
つ

い
て

講�

師
　
同
病
院
呼
吸
器
外
科
長
・
長は

谷せ

龍り
ゅ
う
之の

介す
け

さ
ん

※�

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
病
院
経
営
企
画
課

�

（
☎
㊼
４
４
０
４
）

日�

時
　
７
月
19
日
㈬
10
時
30
分
～
12

時
30
分

場�

所
　
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
３
号
棟

２
階
調
理
実
習
室

内�

容
　
ス
ペ
イ
ン
料
理
で
夏
バ
テ
対

策
献�

立
　
え
び
の
パ
ス
タ
パ
エ
リ
ア
、

そ
ら
豆
の
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
オ
ム
レ

ツ
、
ト
マ
ト
の
ひ
ん
や
り
ス
ー
プ

参�

加
料
　
800
円

申�

し
込
み
　
７
月
14
日
㈮
ま
で
に
同

病
院
栄
養
管
理
室

�

（
☎
�
３
２
３
５
）

や
さ
し
い
精
神
保
健
講
座

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
血
清
検
査

医
療
相
談
会
・
講
習
会

第
34
回
が
ん
サ
ロ
ン
は
ぁ
と

第
39
回
市
民
公
開
が
ん
セ
ミ
ナ
ー

料
理
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

早期発見のためにがん検診を受けませんか
▶子宮頸がん検診・乳がん検診（市内）

▶�申込方法（共通）　希望する検診名、氏名（ふりがな）、生年月日、住所、
電話番号、希望する実施日時・場所、健康保険の種類を記入の上、はがき
またはファクス、Ｅメールで健康推進グループ（〒059-0016片倉町６丁目
９－１、思�０１１１、Ｅメール：shinta２1@city.noboribetsu.lg.jp）
▶�問い合わせ（共通）　健康推進グループ（しんた２1内・☎�０１００）

子宮頸がん検診 乳がん検診
日 時 ９月２3日㈯９時・13時 ９月２3日㈯８時30分・1２時30分
場 所 しんた２1
対 象 奇数月生まれの２0歳以上の女性 奇数月生まれの40歳以上の女性
内 容 子宮頸部細胞診 マンモグラフィ検査
定 員 各時間100人 ８時30分は100人、1２時30分は８0人
料 金 1,700円 ２,２00円（50歳以上の方は1,900円）
申 込 期 限 ８月２日㈬

▶子宮頸がん検診・乳がん検診（札幌市）
子宮頸がん検診 乳がん検診

日　　 時
集 合 場 所 10月５日㈭13時（10時２0分にしんた２1に集合）

実 施 場 所 北海道対がん協会札幌がん検診センター（当日、しんた２1発着で
無料送迎バスを運行）

対 象 奇数月生まれの２0歳以上の女性 奇数月生まれの40歳以上の女性
内 容 子宮頸部細胞診 マンモグラフィ検査
定 員 40人 40人
料 金 1,700円 ２,２00円（50歳以上の方は1,900円）
申 込 期 限 ８月２9日㈫

▶胃がん検診・大腸がん検診
胃がん検診 大腸がん検診

日時・場所 ◦10月６日㈮８時30分～1２時…鷲別公民館
◦10月10日㈫８時30分～1２時…しんた２1　

対 象 40歳以上の方（今年度中に40歳になる方も含む）
内 容 胃バリウム検査 便潜血検査
定 員 各日50人 各日50人
料 金 ２,900円 1,100円
申 込 期 限 ９月１日㈮
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問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）

日時 診療所・住所・電話

７月２日㈰
９時～11時

川本歯科医院� （☎㊺０６５６）
室蘭市中島町２丁目11－14
新生ファミリー歯科�（☎�１１８２）
登別市新生町３丁目16－２1

７月９日㈰
９時～11時

高橋歯科クリニック�（☎�２２００）
室蘭市白鳥台４丁目２0－５
宮内歯科医院
� （☎０１４２㉓４８１２）
伊達市鹿島町41

７月16日㈰
９時～11時

いちはし歯科� （☎�４３２３）
室蘭市本輪西町３丁目６－13

７月17日㈪
９時～11時

福田歯科� （☎㊺６１０６）
室蘭市輪西町２丁目８－２

７月２3日㈰
９時～11時

太平洋歯科医院（☎�６４６４）
室蘭市白鳥台５丁目１－２

７月30日㈰
９時～11時

J．F
フ ク ダ

UKUDA�D
デ ン タ ル

ENTAL�C
ク リ ニ ッ ク

LINIC
� （☎㊶７７５５）
室蘭市中島町１丁目31－10

７月の歯科救急医療

介護予防体操研修会を実施します
　転倒予防やひざの痛みの軽減につながる体操、認知症予防にもつな
がる指体操、身近な日用品を使った簡単で楽しいレクリエーションを
紹介するなど、４回のコースに分けて行います。
　町内会や老人クラブ、サロン、サークルなどの代表の方、これから
所属団体で介護予防を広めたいと考えている方などが、介護予防の教
え方を学べます。
　また、「元気に長生きするために何か始めてみたい」「地域の活動
で簡単にできる体操やレクリエーションを知りたい」と思った方もぜ
ひご参加ください。

場　所 婦人センター 市民会館 鷲別公民館

日　時

７月５日㈬13時30分～15時30分、
９月６日㈬13時30分～15時30分、
11月７日㈫９時30分～11時30分、
平成２9年１月16日㈫９時30分～11
時30分

７月５日㈬９時30分～11時30分、
９月６日㈬９時30分～11時30分、
11月10日㈮13時30分～15時30分、
平成２9年１月17日㈬９時30分～11
時30分

７月11日㈫９時30分～11時30分、
９月５日㈫９時30分～11時30分、
11月７日㈫13時30分～15時30分、
平成２9年１月17日㈬13時30分～15
時30分

定　員 各回60人（申し込み順） 各回60人（申し込み順） 各回60人（申し込み順）
持ち物 動きやすい服装・靴、タオル（体操で使用）、飲み物

申し込み　高齢・介護グループ（☎�５７２０）

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所
４～５カ月児健康診査
（平成２9年３月生まれ）

８月９日㈬
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
２1

10カ月児健康相談
（平成２８年９月２２日～
10月31日生まれ）

８月２日㈬
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成２８年１月生まれ）

８月２3日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者８00円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成２6年７月生まれ）

８月２4日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

８月31日㈭
９時２0分～10時30分

発育・発達・育児・栄
養などの相談

乳幼児健康相談� 診査
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わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

７
月
号

日�

時
　
７
月
22
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
30
分
、
８
月
６
日
㈰
14
時
～
16

時
場�

所
　
室
蘭
工
業
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア

リ
ー
ナ

対
象
　
小
学
５
・
６
年
生

申�

し
込
み
　
７
月
７
日
㈮
16
時
ま
で

に
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
な
ど
か
ら
申
し
込
み

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア

リ
ー
ナ
事
務
室
（
☎
㊻
５
３
３
７
）

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
体
験

『
ミ
ニ
掃
除
機
を
作
る
』

日�

時
　
７
月
29
日
㈯
６
時
30
分

場�

所
　
幌
別
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

若
草
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※�

幌
別
小
学
校
に
は
「
え
ん
ま
く
ん
」

若
草
小
学
校
に
は
「
登と

夢む

く
ん
」

が
遊
び
に
来
ま
す
。

※�

雨
天
時
は
学
校
の
体
育
館
で
行
い

ま
す
の
で
、
上
靴
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

　
７
月
の
休
館
日
は
18
日
㈫
・
28
日

㈮
、
毎
週
月
曜
日
の
ほ
か
、
図
書
の

整
理
や
蔵
書
の
点
検
を
行
う
た
め
６

日
㈭
か
ら
13
日
㈭
ま
で
休
館
し
ま
す
。

日�

時
　
７
月
15
日
㈯
・
29
日
㈯
14
時

～
15
時
30
分
（
全
２
回
）

場
所
　
市
立
図
書
館
３
階
会
議
室

対
象
　
小
学
４
～
６
年
生

内�

容
　
小
さ
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
果
物

の
絵
を
描
く

講�

師
　
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
・
高た

か

木ぎ

三み

ち

こ
千
子
さ
ん

日�

時
　
７
月
29
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
・
内
容

◦�

５
歳
以
上
小
学
校
低
学
年
以
下
の

子
ど
も
…
牛
乳
パ
ッ
ク
で
白
ヤ
ギ

の
貯
金
箱
作
り

◦�

小
学
校
高
学
年
の
子
ど
も
…
占
い

貯
金
箱
作
り

定
員
　
計
20
人
（
申
し
込
み
順
）

日
時
・
内
容
　
７
月
１
日
㈯

①�

10
時
30
分
…
こ
ぎ
つ
ね
の
お
く
り

も
の

②
13
時
30
分
…
そ
し
て
父
に
な
る

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
①
は
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）
、
②
は

ど
な
た
で
も

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
７
月
５
日
㈬
・
19
日
㈬
10
時

30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�
（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
７
月
22
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
７
月
15
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
場
所
　
市
立
図
書
館

内�

容
　
本
の
デ
ー
タ
の
仕
組
み
を
解

説
し
、
検
索
の
こ
つ
を
紹
介

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

登
別
市
民
ラ
ジ
オ
体
操
会

市
立
図
書
館
休
館
情
報

は
じ
め
て
の
油
絵

夏
休
み
工
作

映
画
会

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

～
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
～

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

図
書
館
長
に
よ
る

資
料
検
索
入
門

～
本
を
探
す
～

定
員
　
５
人
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
エ

プ
ロ
ン
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

申�

し
込
み
　
７
月
14
日
㈮
ま
で
に
市

立
図
書
館
（
☎
�
４
３
２
４
）

申�

し
込
み
　
７
月
12
日
㈬
か
ら
26
日

㈬
ま
で
に
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

スポーツを始めませんか
◎スポーツ教室のお知らせ

ジュニアソフトテニス教室 初心者バドミントン教室

日　　時

７月27日㈭、８月１日
㈫・３日㈭・８日㈫・
10日㈭10時～12時（全
５回）

８月１日㈫・４日㈮・
８日㈫・15日㈫・18日
㈮・22日㈫・25日㈮・
29日㈫18時30分～20時
30分（全８回）

場　　所 岡志別の森運動公園 総合体育館
対　　象 小学生以上 18歳以上の方
定　　員 20人（申し込み順） 20人（申し込み順）
参 加 料 2,500円 1,000円

持 ち 物 ラケット、運動靴
※貸出ラケットあり。

ラケット、運動靴

申し込み
７月14日㈮までに登別
市文化・スポーツ振興
財団（☎�111６）

７月29日㈯までに総合
体育館（☎�5552）

対�象　軽スポーツやレクリエーションを行う、10
人以上の市民が参加する団体
指導時間　２時間程度
種目　フロアカーリング、スポンジテニスなど
※用具は無料で貸し出します。
申�し込み　登別市文化・スポーツ振興財団に備え
付けの申込用紙に必要事項を記入し提出
問い合わせ　同財団（☎�１１１６）

◎軽スポーツ指導者を派遣します
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の料理教室夏 ～おいしいごはんをつくろう～

日�

時
　
７
月
23
日
㈰
～
31
日
㈪
20
時

～
21
時
（
19
時
50
分
ま
で
に
集
合
）

※
小
雨
決
行
。

場
所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

定
員
　
各
日
50
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
長
袖
服
、
歩
き
や
す
い
靴

申�

し
込
み
　
参
加
希
望
日
の
前
日
ま

で
に
キ
ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
８
４
７
０
）

日�

時
　
７
月
29
日
㈯
９
時
30
分
～
12

時
月
日
　
７
月
27
日
㈭
・
31
日
㈪

時
間
・
対
象

◦�
10
時
30
分
～
12
時
…
５
歳
・
６
歳

の
子
ど
も

◦�

13
時
30
分
～
15
時
…
小
学
１
～
３

年
生

場
所
　
市
民
プ
ー
ル

内�

容
　
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
基

本
動
作
の
体
験

講�

師
　
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
マ
イ
ン
ド

所
属
の
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー

定
員
　
各
時
間
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
１
千
円
（
２
日
分
）
（
傷

害
保
険
料
を
含
む
）

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
・
上
靴

申�

し
込
み
　
７
月
５
日
㈬
か
ら
13
日

㈭
ま
で
に
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

日�
時
　
７
月
13
日
㈭
・
20
日
㈭
10
時

～
12
時

場
所
　
市
民
会
館

対
象
　
絵
手
紙
の
初
心
者

内�

容
　
絵
手
紙
の
書
き
方
の
要
点
や

こ
つ
を
学
ぶ

講�

師
　
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
絵え

き綺
・
古こ

川が
わ

栄え

つ

こ
津
子
さ
ん

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
２
日
分
）

持�

ち
物
　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、

汚
れ
て
も
よ
い
お
し
ぼ
り
（
筆
拭

き
用
）
、
水
を
入
れ
る
容
器
（
コ

ッ
プ
な
ど
）

申�

し
込
み
　
７
月
10
日
㈪
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

日�

時
　
９
月
18
日
㈪
18
時
30
分
（
開

場
18
時
）

場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内�

容
　
宇
崎
竜
童
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、

世
良
公
則
が
迫
力
あ
る
ス
テ
ー
ジ

を
披
露

入
場
券
料
金
　
４
千
円

ホ
タ
ル
観
賞
会

楽
し
い
工
作
教
室

み
ん
な
で
Ｈヒ

ッ

プ
Ｉ
Ｐ

－

Ｈホ

ッ

プ
Ｏ
Ｐ
!!

絵
手
紙
教
室

世せ

ら良
公ま

さ
の
り則

Ｋノ

ッ

ク

ｎ
ｏ
ｃ
ｋ
・

　
Ｋ
ｎ
ｏ
ｃ
ｋ
２
０
１
７

�

ｗウ

ィ

ズ

ｉ
ｔ
ｈ
宇う

崎ざ
き

竜り
ゅ
う
ど
う童

入
場
券
販
売
期
間
　
７
月
14
日
㈮
～

入�

場
券
販
売
所
　
市
民
会
館
、
鷲
別

公
民
館
、
市
役
所
内
母
子
会
売
店
、

ア
ー
ニ
ス
、
川
西
燃
料
な
ど

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
市
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

場�

所
　
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学

校
対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容
　

◦�

パ
ソ
コ
ン
で
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
を

印
刷
し
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
缶
バ

ッ
ジ
、
絵
は
が
き
な
ど
を
製
作

◦�

レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
電
動

モ
ー
タ
ー
で
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
『
レ

ゴ
ロ
ボ
』
を
製
作

※�

ど
ち
ら
か
一
つ
を
選
択
し
て
申
し

込
み
。

講�

師
　
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学

校
・
小お

川が
わ

昌ま
さ

宏ひ
ろ

さ
ん
、
石い

し

塚づ
か

哲て
つ

也や

さ
ん

定
員
　
各
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

申�

し
込
み
　
７
月
14
日
㈮
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

食育おやこ料理教室
＆
アンド

登別市市民自治推
進委員会コラボ企画
『登別漁港グルメを
食べよう』

第１回食の安全・安
心セミナー
『牛乳・乳製品を
使った料理講習会』

第２回食の安全・安
心セミナー
『親子食育料理教室』

男の料理教室

日　　時 ７月27日㈭・28日㈮10時
～12時30分

７月22日㈯10時～13時 ７月31日㈪10時～13時 ７月15日㈯15時～17時

場　　所 しんた21 市民会館調理室 市民会館調理室 ともかな
対　　象 小学生とその保護者 どなたでも 親子 男性

内　　容
ホッキ生パスタ、エビサ
ラダ、皿貝スープなどの
調理（登別市食生活改善
推進員協力）と栄養講話

牛乳・乳製品を使った料
理４・５品を調理

牛乳・乳製品を使ったバ
ーガーやサラダなどを調
理

料理の基本を学び、夕食
のおかず１品と酒のさか
な作り

定　　員 各日20人（申し込み順） 50人（申し込み順） なし ６人（申し込み順）

参 加 料
１人300円（小学生４年
生以上は、１人でも参加
可能）

700円 １組700円（２人目以降
の子ども１人につき300
円追加）

1,500円

持 ち 物 エプロン、三角巾、上靴 エプロン、三角巾、メモ
用紙

エプロン、三角巾、メモ
用紙

エプロン、三角巾、持ち
帰り容器

申し込み
７月21日㈮までに健康推
進グループ（しんた21
内・☎�０１００）

７月18日㈫までに登別消
費者協会（☎�８３０７）

７月27日㈭までに登別消
費者協会（☎�８３０７）

７月13日㈭までにともか
な（☎�７１３３）
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ア
イ
ヌ
語
学
者
・
知ち

り

ま
里
真
志し

ほ保
と

ア
イ
ヌ
語
地
名
研
究
家
・
山や

ま

田だ

秀ひ
で

三ぞ
う

の
共
著
『
室
蘭
・
登
別
の
ア
イ
ヌ
語

地
名
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
所
を

バ
ス
で
巡
り
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化

を
学
び
ま
す
。

日
時
　
７
月
26
日
㈬
９
時
～
15
時

場
所
　
登
別
川
流
域

集
合
場
所
　
市
内
各
小
学
校
の
正
門

※�

９
時
以
降
、
各
小
学
校
を
順
次
バ

ス
で
回
り
ま
す
の
で
ご
乗
車
く
だ

さ
い
。

※�

15
時
以
降
、
各
小
学
校
を
順
次
バ

ス
で
回
り
ま
す
の
で
ご
降
車
く
だ

さ
い
。

対
象
　
小
学
生
以
上

定
員
　
40
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
50
円
（
保
険
料
）

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
昼
食
、

飲
み
物

申�

し
込
み
　
市
役
所
や
各
支
所
、
市

民
会
館
な
ど
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
鉄

南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
『
知
里

真
志
保
を
語
る
会
』
に
提
出
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
み
（
月
曜
日
は

休
み
）

問�

い
合
わ
せ
　
知
里
真
志
保
を
語
る

会
（
☎
�
１
０
６
２
）

日�

時
　
７
月
12
日
㈬
10
時
30
分
～
12

時
場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

演�

題
　
親
子
で
取
り
組
む
！
夏
休
み

の
過
ご
し
方

講�

師
　
胆
振
教
育
局
教
育
支
援
課
社

会
教
育
指
導
班
・
川か

わ

崎さ
き

真し
ん

也や

さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

日
時
・
場
所

◦�

７
月
23
日
㈰
、
９
月
３
日
㈰
…
中

島
会
館
（
室
蘭
市
中
島
町
１
丁
目

21

－

７
）

◦�

７
月
30
日
㈰
、
８
月
６
日
㈰
・
27

日
㈰
、
９
月
24
日
㈰
…
鷲
別
公
民

館
※
９
月
24
日
㈰
は
発
表
会
を
実
施
。

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
30
分
か
ら

16
時
30
分
ま
で
。

対�

象
　
４
歳
以
上
で
中
学
３
年
生
ま

で
の
子
ど
も

内�

容
　
日
本
舞
踊
、
邦ほ

う

楽が
く

囃は
や

子し

の
実

技
体
験

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
500
円
（
扇せ

ん

子す

代
）

持�

ち
物
　
着
物
ま
た
は
浴
衣
、
半は

ん

幅は
ば

帯お
び

、
腰
ひ
も
、
伊
達
締
め
、
帯お

び

板い
た

、

足た

び袋

申�
し
込
み
　
７
月
10
日
㈪
ま
で
に
日

本
舞
踊
西
川
流
室
蘭
登
別
親
子
の

会
・
境
さ
ん
（
☎
�
６
９
５
７
）

日
時
　
７
月
20
日
㈭
10
時
～
12
時

場�
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
会
議
室

内
容
　
声
を
出
し
て
楽
し
く
朗
読

申�

し
込
み
　
７
月
13
日
㈭
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
�
２
０
８
０
）

日
時
　
７
月
23
日
㈰
９
時
～
15
時

場
所
　
陸
上
自
衛
隊
幌
別
駐
屯
地

期�
間
・
時
間
　
８
月
28
日
㈪
～
11
月

27
日
㈪
９
時
25
分
～
15
時
55
分

場
所
　
室
蘭
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
で
職
業

相
談
を
行
い
、
受
講
申
込
書
の
交

付
を
受
け
た
方

内�

容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
・
文
書
の

作
成
・
表
計
算
の
習
得
、
職
業
能

力
開
発
講
習
な
ど

定
員
　
15
人

※�

申
し
込
み
が
定
員
の
半
数
に
満
た

な
い
場
合
は
、
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

参
加
料
　
２
千
160
円
（
教
科
書
代
）

申�

し
込
み
　
受
講
申
込
書
な
ど
を
持

参
の
上
、
８
月
８
日
㈫
ま
で
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
に
申
し
込
み

※�

事
前
説
明
会
や
申
し
込
み
後
の
選

考
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
寝
た
き
り
や
要
介
護
状
態
な
ど
に

な
る
要
因
の
一
つ
『
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）
』

の
予
防
の
た
め
、
体
を
動
か
す
こ
と

を
中
心
と
し
た
講
座
を
、
下
半
身
と

上
半
身
の
２
回
に
分
け
て
実
施
し
ま

す
。

日
時
・
内
容

①�

７
月
23
日
㈰
10
時
30
分
～
12
時
…

下
半
身
の
体
操

②�

８
月
20
日
㈰
10
時
30
分
～
12
時
…

上
半
身
の
体
操

日�

時
　
７
月
22
日
㈯
10
時
～
11
時
30

分
場
所
　
と
も
か
な

内�

容
　
腎じ

ん

臓ぞ
う

と
膀ぼ

う

胱こ
う

と
大
腸
の
仕
組

み
に
つ
い
て

講�

師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
健
康
学

普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
200
円

申�

し
込
み
　
７
月
20
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

ア
イ
ヌ
語
地
名
め
ぐ
り

家
庭
教
育
講
演
会

室
蘭
登
別
日
本
舞
踊

こ
ど
も
教
室

朗
読
講
習
会
＆ア

ン
ド

朗
読
会

～
登
別
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
～

陸
上
自
衛
隊
幌
別
駐
屯
地

創
立
記
念
行
事

受
講
生
募
集

～
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
～

登
別
市
市
民
自
治
推
進
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
部
会
　
主
催

『
続
！
健
康
座
談
会
』

楽
し
く
学
ぶ
医
学
講
座

『
体
の
仕
組
み
を
知
る
』

場
所
　
市
民
プ
ー
ル
２
階
研
修
室

講�

師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
健
康
学

普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

定
員
　
各
回
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
各
回
300
円
（
資
料
代
）

申�

し
込
み
　
①
は
７
月
21
日
㈮
ま
で
、

②
は
８
月
18
日
㈮
ま
で
に
市
民
協

働
Ｇ
（
☎
�
１
０
７
９
）

問�

い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
る
く

る
ネ
ッ
ト
・
鳥
山
さ
ん
（
☎
070

－

５
６
０
１

－

７
９
６
８
）

内�

容
　
記
念
式
典
、
装
備
品
展
示
・

試
乗
、
音
楽
隊
演
奏
な
ど

※
荒
天
の
場
合
、
内
容
の
変
更
あ
り
。

※
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
あ
り
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
駐
屯
地
第
13
施
設

群
広
報
班
（
☎
�
２
０
１
１
）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



のぼりべつ文化交流館（カント・レラ）：☎84２０６９

日
時
　

①
７
月
27
日
㈭
10
時
～
12
時

②
７
月
28
日
㈮
10
時
～
12
時

　
市
勢
要
覧
な
ど
、
登
別
の
概
要
を

ま
と
め
た
資
料
（
要
覧
）
か
ら
、
ま

ち
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

日
時
　
７
月
８
日
㈯
～
９
月
３
日
㈰

場
所
　
郷
土
資
料
館

入
館
料
　
190
円
（
小
・
中
学
生
60
円
）

問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日
時
　
７
月
９
日
㈰
10
時

場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容
　
各
地
の
民
謡
の
披
露

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
民
謡
連
合
会
・

高
橋
さ
ん
（
☎
�
２
８
０
６
）

日�

時
　
７
月
31
日
㈪
・
８
月
４
日
㈮

９
時
・
13
時
30
分
（
各
回
３
時
間
）

場�

所
　
白
鳥
大
橋
Ｐ
４
主
塔
、
室
蘭

港
内
（
乗
船
体
験
）
、
追お

い

直な
お
し

漁
港

沖
合
人
工
島

対�

象
　
小
学
４
年
生
以
上
（
中
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日�

時
　
７
月
28
日
㈮
６
時
40
分
～
８

時
30
分

場�

所
　
室
蘭
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

（
室
蘭
市
日
の
出
町
２
丁
目
３

－

１
）

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
青
果
・
水
産
せ
り
見
学
、
仲な

か

卸お
ろ
し

売う
り

場ば

見
学
、
マ
イ
ナ
ス
25
℃
の

冷
蔵
庫
の
中
の
体
験
な
ど

定
員
　
30
組

※�

希
望
者
多
数
の
場
合
抽
選
。
当
選

結
果
は
７
月
12
日
㈬
に
電
話
連
絡
。

申�

し
込
み
　
７
月
３
日
㈪
か
ら
８
日

㈯
ま
で
（
た
だ
し
５
日
㈬
は
除
く
）

の
８
時
か
ら
15
時
ま
で
に
室
蘭
市

場
サ
ー
ビ
ス
㈱
（
☎
㊹
０
０
１
６
、

思
㊼
１
７
５
０
）

郷
土
資
料
館
体
験
学
習

『
夏
休
み
工
作
教
室
』

郷
土
資
料
館
特
別
展

『
要
覧
で
ふ
り
返
る
登
別
』

民
謡
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

登
別
市
長
杯
争
奪
民
謡
大
会

地
域
の
方
の
た
め
の

現
場
見
学
会

夏
休
み
親
と
子
の

市
場
見
学
会

定
員
　
各
回
12
人
（
抽
選
）

申�

し
込
み
　
は
が
き
に
希
望
者
全
員

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
職
業
、
希
望
日
時
を

記
入
の
上
、
７
月
７
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
室
蘭
開
発
建
設
部
技
術
管

理
課
（
〒
051

－

８
５
２
４
室
蘭
市

入
江
町
１

－

14
）

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
３
人
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
　
同
課

�

（
☎
㉕
７
０
２
８
）

場
所
　
郷
土
資
料
館

対�

象
　
小
学
生
以
上
（
小
学
１
・
２

年
生
は
保
護
者
同
伴
）

内
容
　

①�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
ス
ク
リ
ュ
ー
の

羽
根
を
付
け
た
船
を
作
り
、
走
ら

せ
る

②
万
華
鏡
を
作
る

定�

員
　
各
日
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
各
日
300
円

持�

ち
物
　
水
遊
び
が
で
き
る
服
装

（
①
の
み
）

申�

し
込
み
　
７
月
21
日
㈮
ま
で
に
郷

土
資
料
館
（
☎
�
１
３
３
９
）

夏休みだ カント・レラに行こう

　期間中に展示物に隠された謎を解
いて、黒曜石を手に入れましょう。
全問正解で、さらなるプレゼントが
もらえます。
期間　７月15日㈯～８月２0日㈰
問い合わせ　カント・レラ
� （☎�２０６９）

考古学マスター２０１７
　大きな筆で行う前衛的な書道『墨
象』を体験してみませんか。
日時　７月２9日㈯10時～16時
定員　30人（申し込み順）
参加料　400円
※�『縄文お絵かき・書道コンクール』
に応募する、近隣市町在住の中学
生以下の方は無料。
持ち物　汚れてもよい服
申�し込み　７月２８日㈮までに登別書
道連盟・永井さん
� （☎090－13８８－4539）

墨
ぼく

象
しょう

体験してみませんか

　同協会の会員の大作から小品まで
を展示するほか、昨年度に文化協会
芸術賞を受賞した佐藤彰さんの『和』
をメインにした作品を展示します。
期間　８月２日㈬～30日㈬
問い合わせ　同協会・高科さん
� （☎�７２３２）

登別美術協会　会員作品展
佐
さ

藤
とう

彰
あきら

　特別作陶展

　縄文土器風の花器や器などを自由
に制作します。
日�時　８月５日㈯・６日㈰10時～16
時30分、２9日㈫14時30分～16時30
分
対象　小学生以上
定員　各日10人（申し込み順）
参加料　500円（粘土代）
申�し込み　７月1８日㈫から参加希望
日の前日までに同協会・佐藤さん
� （☎090－８２7８－7549）

陶芸体験教室

　カント・レラで配布する画用紙に
縄文時代の景色や土器、土偶などを
描くか、自前の書道用紙に縄文を表
現する言葉を筆で書いて応募してく
ださい。入賞者の表彰は10月７日㈯
開催予定の『第10回登別縄文どきど
きまつり』で行う予定です。
期間　７月15日㈯～９月14日㈭
問い合わせ　カント・レラ
� （☎�２０６９）

縄文お絵かき・書道コンクール

　シカの皮を利用して、縄文時代風
の太鼓をつくります。
日時　７月２9日㈯10時～1２時
定員　10人（申し込み順）
参加料　600円
申�し込み　７月２８日㈮までにカン
ト・レラ（☎�２０６９）

縄文太鼓をつくろう！

　日本古来の製鉄法である『小たた
ら製鉄』を学びませんか。
日時　７月２9日㈯13時～15時
問�い合わせ　室蘭登別たたらの会・
石崎さん（☎�１１７９）

『たたら製鉄』を知ろう
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申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ

申し込みは、基本的に開催日の３日前までです。
のぼりん文化講座

期間　７月1２日㈬９時～２4日㈪13時

水彩画サークル展
（水彩画サークルフレンド主催）

期間　７月３日㈪９時～10日㈪15時
内容　書道作品の展示

第46回夏季展
（登別書道連盟主催）

のぼりん展示コーナー

日時　毎週月曜日19時30分～２0時15分
内�容　美脚や美しい姿勢をつくる骨格バランスを
トレーニングします

定員　各日10人（申し込み順）

女性のためのナイトリフレッシュ

日時　７月10日㈪10時～1２時
内容　初心者向けの曲を練習します
定員　５人（申し込み順）

大正琴教室（岡
おか

田
だ

　陽
よう

子
こ

講師）

日時　７月２1日㈮10時～1２時
内容　パステル画の基本や基礎を学びます
定員　10人（申し込み順）
持ち物　お手拭き、エプロン、新聞紙など
※�パステルと画用紙は初回のみ講師が用意します。

パステル画教室（武
たけ

田
だ

　秀
ひで

章
あき

講師）

日時　７月２２日㈯10時～11時30分
内容　涼しげなお花を生けます
定員　15人（申し込み順）
参加料　1,500円（花代）
持ち物　剣山、はさみ、花器またはどんぶり
申し込み　７月15日㈯までに市民活動センター

生け花教室（講師　登別華道連盟）

日時　７月２9日㈯10時～1２時
対象　小学生以上の方
内容　講師による対局指導をします
定員　２0人（申し込み順）

囲碁教室（保
ほ

沢
ざわ

　宏
ひろし

講師）

日時　７月２3日㈰10時～1２時
内容　日本古来のゲームを楽しみます
定員　10人（申し込み順）
※小学生は保護者同伴。

子ども将棋教室（佐
さ

藤
とう

　和
かず

義
よし

講師）

日時　７月２２日㈯14時～16時
内�容　江差追分の歌い方を学びます
定員　２0人（申し込み順）

江差追分道場（石
いし

橋
ばし

　涛
とう

栄
えい

講師）

のぼりんイベント

日時　７月２3日㈰10時～1２時
定員　５人（申し込み順）
※小学生は保護者同伴。
申し込み　７月２２日㈯までに市民活動センター

琴の親子無料体験
（鈴

りん

の会主催）

日�時　７月２6日㈬19時～
２0時30分

※�10月まで、毎月第４水
曜日に開催します。

内�容　パソコン（ワード・
エクセル）について学
びます

定�員　10人（既受講者優
先で申し込み順）

パソコン教室（全６回のうち第３回）

申し込みは、参加希望日の前日までです。
参加料：500円のぼりんナイトカルチャー
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 5 6 9

　海でアウトドアクッキングやビーチコーミング
を楽しみます。
日時　７月17日㈪10時～13時
対象　1８歳以上の方
参加料　実費
持�ち物　屋外で活動できる服装、帽子、昼食（お
にぎり程度）、飲み物など
※集合場所は問い合わせください。

海の日イベント

　沢登り入門編として、美
み

沢
さわ

の滝を目指して歩き
ます。滝ではシャワークライミングを楽しみます。
日時　７月10日㈪10時～15時
対象　1８歳以上の方
参加料　1,000円
持�ち物　速乾性のある服装、沢登りに適した靴、
リュック、行動食、昼食、飲み物など
※沢靴、ヘルメットは貸し出しもできます。
申し込み　７月７日㈮までにふぉれすと鉱山

シャワークライミング

　カヌーや川遊び、テント泊を楽しみます。
日時　７月15日㈯10時～16日㈰1２時
対象　小学４年生から中学３年生まで
定員　1２人（申し込み順）
参加料　２,500円
※持ち物は、申し込み時にお伝えします。
申し込み　７月1２日㈬までにふぉれすと鉱山

わんぱくキャンプ・夏

　自然ガイドが鉱山の里山を案内します。
日時　７月８日㈯10時30分～11時30分
定員　15人（申し込み順）
※小学生以下は保護者同伴。
参加料　２00円
持ち物　野外で活動できる服装、飲み物など
申し込み　７月７日㈮までにふぉれすと鉱山

里山ガイドウォーク

　川遊びや野遊び、カフェなどで夏を楽しみます。
日時　８月４日㈮～６日㈰10時～15時
参加料　実費
持�ち物　屋外で活動できる服装、川遊びができる
服装・靴、着替え、その他各自必要なもの

※当日、直接お越しください。

夏休みスペシャルウィーク

　里山のささを刈って手入れを行ったあと、クマ
ザサ茶やささを使った薫製に挑戦します。
日時　７月２２日㈯10時～1２時
定員　２0人（申し込み順）
※小学生以下は保護者同伴。
参加料　２00円
持�ち物　野外で活動できる服装、帽子、軍手、飲
み物など

申し込み　７月２1日㈮までにふぉれすと鉱山

里山づくりの日

　生き物の気配がいっぱいの夜の森に出掛けます。
日時　８月５日㈯1８時～２0時
定員　15人（申し込み順）
※小学生以下は保護者同伴。
参加料　２00円
持ち物　野外で活動できる服装、飲み物など
申し込み　８月４日㈮までにふぉれすと鉱山

夜の森ウォッチング

　清流の幌別川で、リバートレッキングを楽しみ
ます。
日時　７月２２日㈯10時～15時
対象　1８歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　1,000円
持�ち物　川遊びができる服装・靴、着替え、帽子、
リュック、昼食、飲み物など

申し込み　７月19日㈬までにふぉれすと鉱山

おとなのリバトレ
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今月の新着図書
市立図書館
☎�4324

※�市立図書館では、毎月購入している本の全リス
トを差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 申し込み・問い合わせ
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は 6 カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。
▶登録できないもの
　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

若いチカラが登別の未来を創る

こどものほん

６
月
２
日
㈮
、
日
本
工
学
院
北
海

道
専
門
学
校
の
自
動
車
整
備
実
習
棟

で
『
第
17
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト
』
の
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
（
自
動
車
整
備
部
門
）
が
行
わ
れ
、

『
旭
川
工
業
高
等
学
校
』
、
『
北
見

工
業
高
等
学
校
』
、
『
科
学
大
学
高

等
学
校
』
、
『
室
蘭
工
業
高
等
学
校
』

の
４
校
７
選
手
が
、
お
の
お
の
の
練

習
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
技
術
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
を
招
き
開
催

す
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ
や
企
業
協
力
に

よ
る
ス
ー
パ
ー
カ
ー
の
展
示
・
試
乗

会
、
学
生
に
よ
る
模
擬
店
や
学
科
展

示
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

め
じ
ろ
押
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
主
体
に
よ
る
年
に
一
度
の
お

祭
り
で
す
。
入
場
料
は
無
料
で
、
駐

車
場
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
　

・
７
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

　
13
時
30
分
～
17
時

・
７
月
23
日
㈰
・
30
日
㈰

　
10
時
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

若
い
力
が
集
結

第
36
回
工
学
院
祭

７
月
の
体
験
入
学

▲�学生たちが力を合わせて作り上げる
『工学院祭』（写真は昨年の様子）

▲�自動車の整備に関する知識や技術を
競った『ものづくりコンテスト』

７
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
の
２
日
間
、

同
校
で
『
第
36
回
工
学
院
祭
』
を
開

催
し
ま
す
。

ゆずります（売ります）

●チャイルドシート●おひな様（７段飾）●体操用マット（1８0㌢
×８0㌢）●革靴（紳士用２4.5㌢）●スニーカー（紳士用２4.5㌢）●
折り畳み式ベッド（シングル）●電話機（ファクスなし）●製図板
（ドラフター）●石油ストーブ（タンク内蔵）●電気コタツ一式
（６人用）●介護ベッド（電動）●ピアノ（アップライト）

ゆずってください（買います）

●鍵盤ハーモニカ●ＬＰレコード（ジャズ）●餅つき器（味噌羽根
付き一升用）●パークゴルフクラブ（男性用・女性用）●ポータブ
ル石油ストーブ●抹茶用茶わん

人生という花
　小

こ

檜
ひ

山
やま

　博
はく

�著
　春夏秋冬、季節はめぐり、花々
が咲き誇る。生きている限り、あ
らたな希望が湧き上がる。『花』
に関わる名句やことわざから、人
間の奥深さを描いたエッセイ集。

◇Ｂ
バ タ ー

ＵＴＴＥＲ� 柚
ゆず

木
き

　麻
あさ

子
こ

�著
◇ひとめぼれ（『まんまこと』シリーズ６）� 畠

はたけ

中
なか

　　恵
めぐみ

�著
◇北海タイムス物語� 増

ます

田
だ

　俊
とし

也
なり

�著

うさぎのダンスタイム、はじまるよ！

　ダンスタイム！ミュージックタ
イム！コーラスタイム！うさぎた
ちが原

はら

っぱで陽
よう

気
き

に遊
あそ

んでいると、
草
くさ

むらにきつねの影
かげ

が…。
　文

ぶん

の最
さい

初
しょ

の文
も

字
じ

をたどるとお話
はなし

に関
かか

わる言
こと

葉
ば

になる、親
おや

子
こ

で楽
たの

し
める愉

ゆ

快
かい

な絵
え

本
ほん

。

エリー・サンドル�作
さく

◇これあな� みやにし たつや�作
さく

・絵
え

◇よくわかる病
びょう

院
いん

� 梶
かじ

　　葉
よう

子
こ

�著
ちょ

◇くじらじゃくし� 安
やす

田
だ

　夏
か

菜
な

�作
さく
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

多
彩
な
事
業
で
交
流
を
深
め
る

沿
道
美
化
に
力
を
入
れ
ま
す

桜
を
見
な
が
ら
楽
し
い
花
見
会

車
で
助
け
合
い
・
支
え
合
い

　
美
園
南
町
内
会
は
、
急
病
な
ど
緊

急
事
態
の
場
面
に
遭
遇
し
た
と
き
に
、

救
急
車
が
到
着
ま
で
適
切
な
処
置
が

行
え
る
よ
う
、
市
消
防
職
員
か
ら
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

方
法
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
婦
人
部
の

手
作
り
料
理
を
堪
能
し
た
り
、
か
ろ

や
か
体
操
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
楽
し

ん
だ
り
し
て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
は
、

６
月
上
旬
に
、
８
単
位
町
内
会
で
力

を
合
わ
せ
、
と
き
め
き
橋
か
ら
岡
志

別
橋
付
近
の
約
２
㌔
㍍
の
雑
草
取
り

を
、
各
町
内
会
の
エ
リ
ア
ご
と
に
行

い
ま
し
た
。

　
沿
道
を
雑
草
の
無
い
快
適
な
道
路

に
し
て
、
幌
別
市
街
地
の
入
口
を
通

行
す
る
車
や
道
行
く
人
の
心
を
和
ま

せ
る
活
動
を
、
今
後
も
各
町
内
会
で

随
時
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
登
別
東
町
第
三
町
会
は
、
５
月
21

日
㈰
に
、
町
会
の
集
会
施
設
と
し
て

利
用
し
て
い
る
『
汐
見
の
家
』
で
、

近
く
の
高
齢
者
施
設
の
入
居
者
を
招

待
し
て
、
花
見
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
旬
の
タ
ケ
ノ
コ
や
タ
ラ
の
芽
な
ど

の
山
菜
を
使
っ
た
料
理
や
婦
人
部
に

よ
る
特
製
の
山
菜
天
ぷ
ら
を
お
い
し

く
い
た
だ
き
、
会
場
は
香
ば
し
い
匂

い
に
包
ま
れ
た
楽
し
い
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
望
洋
団
地
町
内
会
は
、
町
内
会
の

人
が
高
台
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
に
住

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
足
腰
の
弱
い

高
齢
者
を
対
象
に
、
町
内
会
役
員
の

自
家
用
車
で
、
近
隣
の
商
店
街
の
買

物
や
病
院
へ
の
送
迎
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
毎
週
、
曜
日
と
時
間
を
決
め
て
、

運
行
す
る
車
に
町
内
会
の
婦
人
部
が

付
き
添
い
、
買
物
の
際
の
重
た
い
荷

物
を
家
ま
で
運
ん
で
い
ま
す
。

美
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南
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内
会

�

会
長
　
岸き

し

　
　
正ま

さ

治は
る

　
　

幌
別
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地
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�

会
長
　
森も

り

　
　
芳よ
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昭あ
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登
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�
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長
　
本ほ

ん

田だ

　
　
宏ひ

ろ
し
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�
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人のうごき（平成29年5月末日現在）／人口49,182（－16）世帯24,984（＋8）（　）は前月比

７月８日㈯ 12時～21時
９日㈰ ９時～17時

７月22日㈯ 12時～21時
23日㈰ 10時～18時

わくわく広場のぼりべつ2017

のぼりべつ ～いぶり食と文化の祭典～祭り夏第５回

内容　こども遊び広場＆わくわく列車、スパ
　　　スライダー、路上プロレス（９日14時）など

内容　大露店街、こども広場、はたらく車体験
　　　大抽選会、腕相撲大会、幌別ダム見学会など

わくわく前売りチケット1,000円で販売中
▶取り扱い場所　登別地区コンビニエンスス
　トア、登別商店会加盟店ほか

参加募集
７月13日㈭まで（先着順）

•早食い自慢大会　　
•ちびっこ鬼の金棒投げ大会
•カラオケ自慢大会
　※詳しくは問い合わせください。

問い合わせ　わくわく広場のぼりべつ実行委員会
　　　　　　勝間さん（☎070－5600－5436）

問い合わせ　のぼりべつ夏祭り実行委員会事務局（☎090－1647－4449）

会場　登別ビーチパーク
（登別マリンパークニクス前庭）

会場　川上公園
（ＪＲ幌別駅～川上公園間の

無料循環バスを運行）

◎武者山車パレード
▶�日時・場所　８月５日㈯1８時30分・
ＪＲ伊達紋別駅前～網代町、伊達
市役所（出陣式は1８時）

◎武者行列
▶�日時・場所　８月６日㈰11時30分・
伊達小学校～伊達市役所

◎弓隊演武など
▶�日時・場所　８月６日㈰1２時15分・
だて歴史の杜

も り

カルチャーセンター
▶�問い合わせ　同実行委員会事務局
（伊達市商工観光課内・☎０１４
２㉓３３３１）

2017年　元気まちしらおい港まつり 第43回伊達武者まつり第71回むろらん港まつり

◎納涼花火大会
▶�日時　７月２８日㈮２0時（フェリー
埠頭沖で打ち上げ）
　※雨天時、30日に延期。
◎総参加市民おどり・室蘭ねりこみ
▶�日時・内容　７月２9日㈯16時・市
民おどり、17時30分・室蘭ねりこ
み（いずれも室蘭市中央町）
◎よさこいソーラン イン むろらん
▶�日時・場所　７月30日㈰14時・中
島町、15時30分・入江臨海公園横
▶問い合わせ　同実行員会
� （☎㉓０１０２）

　白老の『海食（海鮮）・山食（白
老牛）』の炭火焼きをはじめ、農水
産物の直売など、『食材王国しらお
い』の魅力をまるごと発信。その他
にも、花火大会や餅まき大会など、
ご家族で楽しめる催しもたくさんあ
りますので、ぜひお越しください。
▶�日時　７月２9日㈯16時～２1時、�
30日㈰９時～17時
▶�場所　白老港インカルミンタル前
広場
▶問い合わせ　同実行委員会
� （☎０１４４�２７７５）


